
「
命

生

く
」

攷

1

付
、
助
詞

「
を
」

の
表
現
価
値
1

上

野

辰

義

一

現
代
日
本
語

に
移
行
す
る
以
前
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
日
本
語
に
は
、

「命
生
く
」
(
生
ク
は
四
段
活
用
、
後

に
上
二
段
活
用
)
と

い
う

言

い
方

が
あ

っ

た
。

い
の
ち
は
い
け
り

後
つ
ひ
に
妹
は
逢
は
む
と
朝
露
の
命
者
生
有
恋
は
繁
け
ど

(
　
)

(万
葉
集
巻
十
二

・
三
〇
四
〇
)

死
ぬ
る
命
生
き
も
や
す
る
と
心
見
に
玉
の
緒
ば
か
り
あ
は
む
と
言
は
な
む

(古
今
和
歌
集
恋
二

・
五
六
八
)

其
ノ
箭
忽

二
抽
テ
其
ノ
命
則
生
キ
ヌ

(
三
宝
絵
詞
上
巻
)

今
日
我
ガ
命
ノ
生
ヌ
ル
事

ハ
鹿
ノ
御
徳
也

(今
昔
物
語
集
巻
五
ノ
一
八
)

た
と
ひ
兼
康
命

い
き
て
、
ふ
た
た
び
平
家
の
御
方

へ
参
り
た
り
と
も

(
平
家
物
語
巻
八
妹
尾
最
期
)

辛
き
命
生
き
た
れ
ど
腰
斬
り
損
ぜ

ら
れ
て

(徒
然
草
八
七
段
)

辛
い

in
o
ch
i
ば
か
り

団曾
8

山

へ
入

っ
た

(
天
草
版
伊
曽
保
物
語
)

こ
の

「命
生
く
」
は
、
「命
死
ぬ
」

の
言

い
方
と
対
を
な
し
、

「命

生

く
」

攷

ぬ
ば
玉
の
甲
斐

の
黒
駒
鞍
着
せ
ぽ
伊
能
致
志
儺
ま
し
甲
斐
の
黒
駒

(雄
略
紀
十
三
年
九
月
)

命
し
な
ば
い
か
父
は
せ
む

(竹
取
物
語
)

恋
し
さ
に
死
ぬ
る
命
を
お
も
ひ
い
で
て
問
ふ
人
あ
ら
ば
な
し
と
答
え
よ

(大
和
物
語

一
〇
四
段
)

死
ぬ
べ
き
命
な
れ
ど

(宇
津
保
物
語
あ
て
宮
)

我
ガ
命

ハ
死
ヌ
ト
云
赴
人
ヲ
殺
ス
事
无
シ

(今
昔
物
語
集
巻
三
ノ
十

一
)

我
が
命
死
な
ん
を
も
露
惜
し
ま
ず

(
宇
治
拾
遣
物
語
巻

=

フ

一
九
)

そ
の
意
味
構
造
も
、
「命
死
ぬ
」
と
同
じ
く
、
「命
」
が

「生
く
」
の
主
語
に
あ
た

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
時
代
が
下
る
と
、

我
レ
ヲ
助
ヶ
テ
命
ヲ
生
ヶ
給

へ

(
今
昔
物
語
集
巻

一
七
ノ
ニ
ニ
)

や
う
や
う
辛
い
言
o
。ぼ
ば
か
り
を
β
Φ8
帰

っ
た
。
(天
草
版
伊
曽
保
物
語
)

の
如
く

「命
」
を
客
語

に
と
る
他
動
詞
下
二
段
活
用

の

「生
く
」

と
同
様
、

自

動
詞
で
あ
る
の
が

一
般

の
四
段

(
又
は
上
二
段
)
活
用
の

「生
く
」

が
、
特

に

「命
」
が

「を
」

を
下
接
さ
せ
て
い
る
場
合
、

他
動
詞
的
に

「命
」
を
客
語
と
し

て
い
る
か
と
見
ら
れ
る
例
も
見
え
、

三
五



文

学

部

論

集

汝

ハ
、
其
ノ
童
ヲ
質

二
取
タ
ル
ハ
、

我
ガ
命
ヲ
生
ヵ
ム
ト
思
フ
故
ヵ
、
亦
、
只
童
ヲ

殺
サ
ム
ト
思
フ
カ
、

(今
昔
物
語
集
巻

二
五
ノ
=

)

こ
の
里
の
人
々
と
く
逃
げ
の
き

て
命
生
き
よ
。

こ
の
山
は
た
黛
今
崩
れ
て
深

き
海
に
な
り
な
ん
と
す
。

(
宇
治
拾
遺
物
語
巻

ニ
ノ
一
二
)

現
に
こ
の
よ
う
な
四
段

・
上
二
段
の

「生
く
」
を
他
動
詞
と
解
す

る
説

も
あ

る

が
、
こ
の
よ
う
な
客
語
-
述
語
関
係

の

「命
生
く
」

(生
ク
は
四
段

・
又
は
上

二

段
活
用
)
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
な

る
と

「命
生
く
」

(以
下
、
特

に
こ
と
わ

り
な
い
限
り
、
こ
の
場
合
の

「生
く
」

は
四
段
と
上

二
段
活
用
の
も
の
を
指
す

こ

と
と
す
る
)
に
お
け
る

「命
」
と

「生
く
」
の
格
関
係

一
般
が
不

安
定

な
も

の

と
な

っ
て
き
て
、
例
え
ば
時
代
的
に
溯

る
源
氏
物
語
桐
壺
巻

に
み
え
る
、

限
り
と
て
別
る
る
道
の
悲
し
き

に
い
か

(
「生
か
」

と

「行
か
」

の
掛
詞
)

ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り

の
歌
に
お
け
る

「生
く
」
と

「命
」

の
基
底
的
意
味
で
の
格
関
係
の
把
握
も
単
純

に
は
行
え
な
く
な
る
。

そ
こ
で
以
下
小
稿
で
は
、

「命

(
を
)
生
く
」

の
格
関
係

の
あ
り
よ
う
を
歴
史
的
に
あ
と
づ
け
る
中
で
、
先
に
示
し
た
源
氏
物
語
の
例
な
ど

に
お
け
る

「生
く
」
の
他
動

・
自
動

の
様
相
を
検
討
し
、

「命

(を
)
生
く
」

と

い
う
こ
と
ば

の
意
味
的
な
揺
れ
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

ま
ず
、
万
葉
集

に
み
え
る
五
例

の

「命
生
く
」
の
格
関
係

(以
下
、
形
態
面
で

な
く
、
基
底
的
意
味
面
で
こ
の
語
を
用

い
る
)
と
そ
の
表
示
法
を
み
て
み
る
。

l
L
膠
る

恋
ひ
死
な
む
後
は
何
せ
む
吾
が
命
生
日
に
こ
そ
見
ま
く
ほ
り
す
れ

(
巻

一
一
・
二
五
九
二
)

三
六

い

け

ら

じ

い
く
ば
く
も
不
二生
有
一命
を
恋
ひ
つ
つ
そ
我
は
息
づ
く
人

に
知
ら
え
ず

(巻

=

一
・
二
九
〇
五
)

い

つ

い

か

む

何
時
ま
で
に
将
レ生
命
そ
お
ほ
か
た
は
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
死
ぬ
る
ま
さ
れ

り

(巻

=

一
・
二
九

二
二
)

い
の
ち
は
い
け
り

後

つ
ひ
に
妹
は
逢
は
む
と
朝
露
の
命
者
生
有
恋

は
繁
け
ど

(巻

=

一
・
三
〇
四
〇
)

い
の
ち
の
い
け
ら
む

…
…
末

つ
ひ
に
君
に
逢

は
ず

は
吾
が
命

乃

生
極
み
恋
ひ
つ
つ
も
我
は
渡
ら

む

(
巻

二
二
・
三
二
五
〇
)

こ
れ
ら
の
例
は
、
二
五
九

二
番
歌

の
よ
う
に
、
形
態
面
で
は
連
体
修
飾
語
と
被
修

飾
語
の
関
係

に
あ
る
も

の
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
表
現
を
成
立
さ
せ
る

前
提
と
し
て
の
基
底
的
な
意
味
構
造
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も

「命
」
が
主
語
、

「生
く
」
が
述
語
の
関
係

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「命
生
く
」

に
対
応
す
る
形
式

で
あ
る

「命
死
ぬ
」

に
は
、
万
葉

し

い
の
ち

集

に
は
見
え
な
い
が
、
「命
弑
す
」
(
古
事
記
上
巻
歌
謡
)
ま
た

「命
」
と
同
義
語

を

を

で
あ
る

「命
」
に
関
す
る

「命
を
弑
す
」
(崇
神
紀
十
年
九
月
歌
謡
)

と

い
う
、

「命
」
を
客
語
と
す
る
他
動
的
な
言

い
方
が
あ
る
の
に
、
「命
生
く
」
に
は
、
そ
れ

い
の
ち

を

に
呼
応
す
る
と
こ
ろ
の

「命
」
(
ま
た
は

「命
」)
を
客
語
と
す
る
他
動
的
な
、
例

え
ば

「命

(
を
)
生
く
」

(生
ク
は
下
二
段
活
用
)

と
い
う
言
い
方
の
確
例
は
上

代
に
見
出

せ
な

い
。

「生
取
」
(
万
葉
集
巻
十
六

・
三
八
八
五
)

「若
活
レ我
者
」

(神
代
紀
下

・
第
十
段

一
書
第
四
)
な
ど
の
表
記
や

「
い
け

(
池
)
〔
ケ
は
乙
類
〕
」

の
語
の
存
在
か
ら
、
下

二
段
活
用
の

「生
く
」

の
存
在
は
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、

な
ぜ

「命

(
を
)
生
く
」
(
生
ク
は
下
二
段
活
用
)

の
言
い
方
の
確
例
が
見
出
せ

な
い
の
か
、
そ
の
理
由

は
不
明
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
理
由
は
そ
う
し
た
言
い
方



が
当
時
存
在
し
た
が
、
た
ま
た
ま
文
献
に
記
載
さ
れ
ず

に
お
わ

っ
た
、
「命

(
を
)

生
く
」
(
生
ク
は
下
二
段
活
用
)

と
い
う
意
味
構
造
自
体
が
当
時

の
日
本
語
に
お

い
て
存
立
し
え
な
か

っ
た
、
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
は
む
ず
か
し
い
。

と
も
あ
れ
、

に
も
か
か
わ
ら
ず

「
命
生
く
」
(
生
ク
は
四
段
、

万

葉
集

に
は

「
五
十
寸

(
い
き
)
」
〈
二
九
〇
四
〉
、
「伊
家

(
い
け
)
流
」
〈
四
〇
八
二

.
四

一
七

〇
〉
の
仮
名
書
き
例
が
あ
る
)

の
形

は
存
存
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

「命
」
と

「生

く
」
の
格
関
係
は
主
語
-
述
語
と
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き

は
、

「生
く
」

以
外

の
用
言
を
述
語
と
し

て

「命

・
生
く
」
と
同
様
意
味
構
造

と
し
て
そ
の
主
語
と
考

え

ら
れ

る

「命
」

が
、
客
語
を
示
す
際

に
多
用
さ
れ
る
助
詞

「
を
」
を
自
ら
に
下
接
さ
せ
て
い
る
例

が
あ
る
こ
と
で
あ
る

(先

の
二
九
〇

五
番
歌
の

「命
を
」
に
も

「を
」
が
あ
る
が

こ
の

「
を
」
は

「～
な
の
に
」

の
意

と
解
せ
る
接
続
助
詞
的
な
も

の
と
み

ら
れ

る
)
。

A

「命
を
長
」

B

「命
を
長
く
ほ
り
す
」

C

「命
を
長
く
あ
り
こ
そ
」
D

「
命
を
惜
し

(
み
)」
E

「命
を
ほ
り
し
く
」
F

「命
を
全
し
」
G

「命
を

(
し
)

ま
幸
く
も
が
も
」
H

「命
を
過
ぐ
」

1

「命
を
幸
く
良
し
」
な
ど

で
あ

る
。
「生

く
」
を
述
語
と
す
る

「命
を
生
く
」

の
形
は
、

万
葉
集

に
は
み
ら
れ
な

い
の
だ

が
、
右

の
語
例
に

「
を
」

の
用
い
ら
れ

て
い
る
理
由
を
考
え
て
お
く
こ
と
は

「命

を
生
く
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

な
意
味
的
状
況
を
推
測
し
て
お
く
う
え
で

重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

ま
ず
、
A

「命
を
長
」

の
例
は
次

の

一
例
で
あ
る
。

我
が
伊
能
知
乎
奈
我
と

("
長
門
)
の
島
の
小
松
原
幾
代
を
経
て
か
神
さ
び

渡
る

(
巻

一
五

・
三
六
二

一
)

こ
れ
は
初
句
が

「
即
興
的
な
枕
詞
」
(
日
本
古
典
文
学
全
集
本
頭
注
)
と
し
て

「
長

「
命

生

く
」

攷

門

L

の

「
長

」

を
導

き

出

し

て

い

る
も

の

で
、

こ

の
形

を

も

つ
枕

詞

の
例

は

こ

こ

一
例

の
み

で

あ

る
。

こ

の

「
長

」

は

「
長

か
れ

と

願

う

気

持

で
」

(
同

頭

注

)
、

「
命

」

は

こ

の
主

語

と
解

さ

れ

る

が

、

そ

こ

で
逆

に

こ

の
よ

う

に
、

「
長

し

」

に
対

し

て
意

味

構

造

と

し

て
そ

の
主

語

に
あ

た

る

こ
と

ば

を

「
を

」

で
呈

示

し

て

い
る

他

の
語

例

を

み

て

み

る

と

、

い
の
ち
を
な
が
く
ほ
り
す
る

か
く
し
つ
つ
あ
ら
く
を
良
み
ぞ
た
ま
き
は
る
短
き
命
乎
長
欲
為
流

(巻

六

・
九
七
五
)

い
の
ち
を
な
が
く
ほ
り
す
れ

恋
ひ
つ
つ
も
後
も
逢
は
む
と
思

へ
こ
そ
己
が
命
乎
長
欲
為
礼

(巻

=

マ

ニ
八
六
八
)

と
、

「
ほ
り
す
」

に
続
く
場
合

(①
、
こ
の
場
合
万
葉
集
に
お
け
る

「長
し
」
の

意
味
上
の
主
語
は
こ
の
二
例
の
ご
と
く

「命
」
に
つ
き
、
か
つ

「乎
」
を
表
記
と

し
て
明
示
し
て
い
る
歌
は
こ
の
二
首
の
み
で
あ
る
)
、

い
の
ち
を
な
が

く
あ
り
こ
そ

コ
ま

う
つ
せ
み
の
命
乎
長
有
社
と
留
ま
れ
る
我
は
斎
ひ
て
待
た
む

(巻

二
二
・
三
二
九

二
)

と
、
「
あ
り
こ
そ
」

に
続
く
場
合

(②
、
こ
の
場
合
も
万
葉
集
に
お
け
る

「長
し
」

の
意
味
上
の
主
語
は

「命
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
歌
は
こ
の

一
首

の
み
で
あ
る
)
、

あ
き
の
よ
を
な
が
し
と

い

へ
ど

秋
夜
乎
長
跡
雖
レ言
積
も
り
に
し
恋
を
尽
く
せ
ば
短
か
り
け
り

(巻

一
〇

・
二
三
〇
三
)

と
、
「と
言

へ
ど
」

に
つ
づ
く
場
合

(③
)
、

欲
乎
奈
我
美

(
11
夜
を
長
み
)
眠
の
寝
ら
え
ぬ
に
あ
し
ひ
き
の
山
彦
と
よ
め

さ
雄
鹿
鳴
く
も

(巻

一
五

・
三
六
八
〇
)

と
、
い
わ
ゆ
る
ミ
語
法
の
場
合

(④
)
と
が
あ
る
。
④

の
場
合
に
お
い
て
は
、
接

尾
語
ミ
を
伴
う
形
容
詞
語
幹
の
主
語

(
な
い
し
対
象
語
)

に
顕
在
化
す
る
助
詞
と

三
七
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し
て
は

「
を
」

の
み
が
出
現
し
て
お
り
、
こ
の

「を
」
に
つ
い
て
は
後
述
。

③
で
は
、
主
語

・
述
語
の
意
味
構
造
を
も
つ
語
を

「
と
言
ふ
」
が
受
け
て
い
る

の
だ
が
、
そ

の
場
合
万
葉
集
で
は
、

ま
す
ら
を

ゆ

大
夫
の
去
く
跡
云
ふ
道
そ

(巻
六

・
九
七
四
)

妹
は
い
ま
す
等
人
の
云

へ
ば

(巻

二

・
一
=

○
)

い
は
な
く

見
す
べ
き
君
が
在
り
常
不
レ言
に

(巻
二

・
一
六
六
)

い
も

も

あ
り

と

い
は

我
が
念
ふ
妹
毛
有
跡
謂
ぽ
こ
そ

(巻

二
二
・
三
二
六
三
)

と
主
語
述
語

(
述
語
の
品
詞
は
、
形
容
詞
も
あ
る
が
存
在
詞
や
動
詞
が
目
立
つ
)

か
ら
な
る
文
相
等
の
句
を
受
け
る
形
式

と
、

う
れー

ー

は
い
は
-融

我
は
尾
花
が
末
乎
秋
跡
者
将
レ言

(巻

一
〇

・
一
=

一
〇
)

あ
は
れ
I

l
い
は
跨

何
怜
登
君
乎
不
レ
言
日
は
無
し

(巻

一
二

・
三

一
九
七
)

　
　

ま
た

み

る

い

は

じ

深
め
し
吾
乎
股
海
松
の
ま
た
行
き
帰
り
妻
等
不
レ言
と
か
も

(巻

=
二
・
三
三
〇

一
)

の
よ
う
に
、
「体
言
A
を
体
言

・
形
容
動
詞
語
幹
B
と
言
ふ
」
の
形
式
が
あ
る
が
、

二
三
〇
三
番
の
歌
は

「秋
の
夜
を
」
と
い
う
後
者
の
要
素
と
終
止
形

「長
し
」
を

「
と
言
ふ
」
が
受
け
る
と
い
う
前
者
の
要
素
と
を
併
せ
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

天
地
は
広
し
等
伊
倍
ど

(巻
五

・
八
九
二
)

の
ご
と
く
、
「秋

の
夜
は
長
し
と
言

へ
ど
」
と
で
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
「秋
の

夜
長
し
」
と
い
う
意
味
的
な
主
述
関
係
を
残

し

た
ま
ま
、

「秋
の
夜
」
を
動

詞

「言
ふ
」

の
客
語
と
し
て
意
識
し
、

そ
の
関
係
を
明
示
す
る
た
め
に

「を
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
解
さ
れ
る
。

②

は
文
末

に

「
こ
そ
」
が
つ
い
て
他
者

へ
の
希
求
を
表
わ
し
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
に

「
主
語
+
補
語
+
ア
リ

コ
ソ
」
の
形
を
も

つ
他
の
例
を
み
る
と
、

三
八

梅
が
花
散
ら
ず
阿
利
許
曽

(
巻
五

・
八
四
五
)

あ
り

こ

そ

我
が
思
ふ
我
が
子
ま
幸
く
有
欲
得

(巻
九

・
一
七
九
〇
)

こ
と

あ
り

こ
そ

言
の
忌
み
も
無
く
在
乞
と

(巻

二
二
二
一三

八
四
)

こ
と

あ
り
こ
そ

言
の
故
も
無
く
有
欲
と

(巻

二
二
・
三
二
八
八
)

と
、

い
ず
れ
も
主
語
に

「
を
」

が
下
接
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
②
で
は
さ
ら
に

い
は

…

…
あ

り

こ
そ

と

(
留

ま
れ

る
我

は
)

斎

ひ

て
待

た

む

L

と

つ
づ

く

の

で
、

「
…

い
は

…

と

斎

ふ

」

の
形

を
検

す

る

と

、

ま
さ
き
く
て

い
も

い

は

は

真
幸
而
○
妹
が
伊
波
伴
ば

(
巻

一
五

・
三
五
八
三
)

た
ひ
ら
け
く

平
久
○
我
は
伊
波

く
む

(
巻
二
〇

・
四
三
九
八
)

い
は

と
、
「修
飾
語
+
斎
フ
」
の
形
で
は

「と
」
が
見
ら
れ
な
い
が
、
「と
」
の
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
は

「
と
」
が
句
的
述
語
を
う
け
、
か
つ

「斎
ふ
」
も
す
べ
て
三
二

九
二
と
同
じ

「
を
斎
ひ

(
て
)
待

つ
」
の
形
に
な

っ
た
例
ば
か
り
で
あ
る
。

君
が
目
乎
今
日
か
明
日
か
登
伊
波
比
弓
一麻
多
む

(
巻

一
五

・
三
五
八
七
)

　

い
は
ひ
しま

　

家
人
は
帰
り
は
や
来
等
伊
波
比
島
伊
波
比
麻
都
ら
む
旅
行
く
我
乎

(巻

一
五

・
一二
六
三
六
)

わぎ
も
こ

い
つ
　

秋
風
は
日
に
異
に
吹
き
ぬ
我
妹
子
は
何
時
登
か
我
乎
伊
波
比
麻
都
ら
む

(巻

一
五

・
三
六
五
九
)

こ
　

わ

に
ひ
てま
た
ゆ　

四
つ
の
舟
は
や
帰
り
来
等
し
ら
か
付
け
朕
が
裳
の
裾
に
鎮
而
将
レ待

(巻

一
九

・
四
二
六
五
)

こ
れ
ら
は
、
最
後

の
四
二
六
五

を
除

い
て
全
て
三
二
九
二
と
同
じ
く
、
「体
言

(多
く

『人
』
)
〔
a
〕
+
ヲ
+
句
的
述
語

〔
b
〕
+
ト
斎
ヒ

(
テ
)
待

ッ
」

の
構
成

を
も

っ
て
い
る
。
こ
の
a
と
b
は
、
三
二
九
二
同
様
意
味
的

に
は
主
語
述
語

の
構

造
を
も

っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

「を
」
は
、



　
いは
ひ
て

神
乎
斎
祀
而

(巻
七

・
一
二
三
二
)

いは
ひ
へ　
いは
ひほ
りす
ゑ

斎
瓮
乎
忌

穿

居

(巻
三

二
二
七
九
、
巻

二
二
・
三
二
八
四
)

旅
行
く
君
馴
伊
波
布
と
思
ひ
て

(巻

一
九

・
四
二
六
三
)

旅
行
く
人
乎
伊
波
比
島
幾
代
経
る
ま
で
伊
波
比
来
に
け
む

(巻

一
五

・
三
六
三
七
)

と
あ
る
よ
う
な
、
動
詞

「斎
ふ
」
の
客

語
を
示
す
助
詞
と
み
ら
れ
、
三
二
九
二
を

含
め
、
こ
れ
ら
は
a
b
が
基
底
的
に
は
主
語
述
語

の
関
係
を
も

つ
が
、
直
接
的
な

意
味
表
現
と
し
て
は
、

a
は
述
語

「斎

ひ
待

つ
」

の
客
語
、
b
は

「
と
」
で
受
け

ら
れ
て
同
じ
く
連
用
修
飾
語
の
関
係

に
あ
る
。

(
た
だ
、

こ
の

「を
」

は
四
二
六

五
に
み
る
ご
と
く

a
b
全
体
が

「と
」
で
受
け
ら
れ
る
場
合
に

は
用

い
ら

れ
な

い
。)
従

っ
て
三
二
九
二
番
の
歌
の
場
合
も

「命
を
」

が

「斎
ひ
て
待
た
む
」
の

客
語
、
「長
く
あ
り
こ
そ
と
」
が
、
同
じ
く
修
飾
語
に
あ
た
る
と
解
せ
る
。

①

の
場
合
の
九
七
五

・
二
八
六
八

に
お
い
て

「長

(く
)
」

に
下
接
す
る

「ほ

り
す
」
も
、

な汝
が
目
保
里
勢
む

(
巻

一
四

・
三
三
八
三
)

ほ
り
せ
し
も
の

欲
為
物
は
酒
に
し
あ
る
ら
し

(
巻
三

・
三
四
〇
)

と
、
意
味
構
造
上
客
語
を
と
る
動
詞
だ
が
、
万
葉
集
に
み
ら
れ
る
全
十
七
例
中
、

既
に
示
し
た

四
例
を
除
く
と
、
残
り
十
三
例
中
十
例
は
、

「見
ま
く
ほ
り
す
」
の

形
を
と
る
。

こ
れ
ら
の
中

に
は
、

妹
剖
欲
レ見
為
礼

(
巻
三

・
五
六
〇
)

秋
乎
欲
レ見
世
む

(
巻
八

・
一
五

一
六
)

と

「
を
」
で
客
語
を
示
す
も

の
が
あ

る
が
、

み
ま
く
ほ
り
あ
が
す
る

欲
レ
見
吾
為
君
も

(巻

二

・
一
六
四
)

「
命

生

く
」

攷

み
ま
く
ほ
り
あ
が
す
る

欲

レ
見

吾
為

里

の

(
巻

七

・

一
二
〇

五
)

の
例

か
ら

推

す

と

、

「
見

ま

く

ほ

り
す

」

の
内

的

構

造

は

「
見

ま
く

+

ほ
り

す

」

で
あ

る

よ
り

は

「
見

ま
く

ほ

り

+
す

」

で

あ

る

と

意

識

さ

れ

た
ら

し
く

、

五

六

〇

・

一
五

一
六

の
客

語

「妹

を

」

「
秋

を

」

も

、

「
ほ

り
す

」

の
そ

れ

で
あ

る
よ

り

も

(
「
ほ

り
す

」

の
客

語

は

「
見

ま

く

」

で
あ

る
筈

だ
)
、

「
見

ま
く

ほ

り

す

」

の

「
見

(
る
)
」

に
関

わ

る
も

の
と
解

さ

れ
、

他

の

「
ほ

り
す

」

の
場

合

よ
り

構

造

が

入

り
組

ん

で

い

る
。

他

の
残

り

三

例

は
、

ほ
り
せ
む

命

ヲ
バ
誰

が

た

め

に
か

も

長

ク
欲

為

(
巻

一

一

・
二

四

一
六
)

ほ
り
せ
む

何
せ
む
に
命

ヲ
も
と
な
永
ク
欲
為

(
巻

=

・
二
三
五
八
)ほ

り

我
が
命
は
惜
し
く
も
あ
ら
ず
さ
に
つ
ら
ふ
君

に
よ
り
て
そ

(命
ヲ
)

長
ク
欲

せ
し為

(巻

一
六

・
一二
八

一
一二
)

と
九
七
五

・
二
八
六
八
に
対
応
し
て
同
じ
表
現
形
式

に
訓
め
た
り
、
ま
た
意
味
構

造
が
同
様
に
解

せ
た
り
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
九
七
五

・
二
八
六
八

に
お
け

る

「命
を
」
と
比
較
し
う
る
十
分
な
例
が
存
在
し
な
い
が
、
「
ほ
り
す
」
は
客
語
を
と

る
語
で
あ
る
か
ら
、
以
前

の
②
③

の
場
合
と
同
様

に
、
「命
を
長
く
ほ
り
す
」
の

場
合
も

「命
を
」
は

「
ほ
り
す
」

の
客
語
、

「長
く
」
は

「
ほ
り
す
」

の
修
飾
語

と
解
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
意
味
構
造
上
、

「を
」

を
下
接
さ
せ
て
い
る
主
語
が

「長
し
」

を
述
語
と
し
て
い
る
場
合
を
み
る
と
、
主
語
を

「
を
」
で
呈
示
し
て
い
る
④

の
ミ

語
法
の
場
合
と
、
「長
し
」
の
基
底
的
意
味
上

の
主
語
が

「
長
し
」
よ
り
も
下
に
位

置
す
る
動
詞
の
表
現
上
の
客
語
と
し
て
、
「
を
」

で
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ

る
。

今
、
問
題
に
し
て
い
る
三
六
二
一
の

「我
が
命
乎
長

(
門
の
島
の
)
」
の
場

合
は
、
「(
我
が
命
)
長

か
れ
と
願
う
気
持
」

の
意
と
解
さ
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な

三
九



文

学

部

論

集

意
味
を

「命
を
長

(
し
)
」

の
形
を
含

み
有
し
て
表
現
す
る
万
葉
集

に
お
け
る
形

い
は

式

は
、
①

の

「命
を
長
く
ほ
り
す
」

や
②
の

「命
を
長
く
あ
り
こ
そ
と
、

斎
ふ

(
あ
る
い
は

「斎
ひ

(
て
)
待

つ
」)
L

な
ど

の
形
式
だ
け
で
あ

っ
た
か
ら
、
三
六

二

一
の
場
合
も
①
か
②
の
形
式
に
準
じ

て
そ
の
文
構
造
を
理
解
し
、
「我
が
命
を
」

は
以
下
に
想
定
さ
れ
る
述
語

「ほ
り
す
」
や

「あ
り
こ
そ
」
な
ど

の
客
語
で
、
そ

こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「を
」
は
そ

の
格
を
明
示
し
て
い
る
助
詞
と
解
し
て
お
く

の
が
、
万
葉
集
の
同
様
の
表
現
類
型
と

の
比
較

で
は
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
あ
く
ま
で
も

「我
が
命
を
」
を
表
現
上
で
も
主
語
と
見
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
「
を
」

は
④
の
ミ
語
法
の
ご
と
く

主
語
を
呈
示
し
た
助
詞
と
見
て
お
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

次

に
、

B

「命
を
長
く
ほ
り
す
」
、

C

「命
を
長
く
あ
り
こ
そ
」
だ
が
、

そ
れ

ら
の
具
体
例
と
そ
れ
ら
に

「を
」
の
用

い
ら
れ
て
い
る
事
情
は
、
今
、
A
を
検
討

し
た
際
①
②
に
お
い
て
見
た
ご
と
く
で
あ
る
。
D

「命
を
惜
し

(
み
)
」
の
例
も

う

つ
せ
み
の
命
乎
惜
美
波
に
濡
れ
伊
良
虞

の
島
の
玉
藻
刈
り
食
む

(巻

一
・
二
四
)

と
あ
る
ご
と
く
、
理
由
を
表
す
い
わ
ゆ
る
ミ
語
法
の
主
語

を
表

す

「を
」
で
あ

り
、
同
じ
く
④

に
お
い
て
ふ
れ
た

(
な
お
後
述
)
。

ま
た
、
E

「命
を
ほ
り
し
く
」

の
場
合
は
、
該
当
例
が
、

　
ほ
りし
く

た
く
縄

の
長
き
命
乎
欲
苦
は
絶
え
ず
て
人
を
見
ま
く
ほ
り
こ
そ

(巻
四

・
七
〇
四
)

の
み
で
あ
る
が

「
ほ
り
し
く
」
は

「欲
り
+
し

(
過
去
の
助
動
詞
キ
の
連
体
形
)

+
ク
語
法
」
の
構
造
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
「
欲
る
」
が

「欲
り
す
」

と
同
じ
く
そ

の
欲
す
る
動
作
の
客
語
を
と
る
の
で
、

四
〇

　

ほ
り

妹

が

目
乎

欲

(
巻

二

二

・
三

二
三

七
)

い
か
ま
く
　

ほ
り

行

乎

欲

焉

(
巻

四

・
七

三

六
)

な
ど

の
例

と
同

様

「
を
」

は

「
欲

り

(
し
く

)
」

の
客

語

で
あ

る

「
命

」

に
下

接

し

て
そ

の
格

を
表

示

し

て

い

る

の
だ

と
解

さ

れ

る
。

な

お

、

こ

の
七

三

六

の

「
行

あ

か

ま
く

を

欲

り

」

と

先

の

一
六
四

・

一
二
〇

五

の

「
見

ま
く

欲

り
吾

が

す

る
」

と

の
句

構

造

を

比

較

す

る
と

、

「
…

…

ま
く

+
欲

り

+
す

」

に
お

い

て
、

「
…

…

ま
く

+
欲

り

」

の
結

合

の
方

が

「欲

り

+
す

」

の
結

合

よ

り
力

が

強

い
と

い
う

こ
と

に

な

ろ
う
。

あ

る

い

は
万
葉

集

中

「
行

か

ま
く

ほ

り
」

が

一
例

の
み
見

ら

れ

る

の

に

対

し

て

(
他

の

「
ク
語

法

+
欲

ル
」

に

は

「
寝

ま

く

ほ

り
」

〈
巻

=

一
・
二
八

四

四
〉

「
聞

か
ま

く

ほ

り

」
〈
巻

一
九

・
四

二
〇

九

〉

が

各

一
例

ず

つ
あ

る
)
、

「
見

ま

く

ほ

り
」

が

一
七
例

、

加

え

て

「
見

ま
く

ほ

り

す

」

が

既

出

例

を

含

め

計

一
〇

例

見

ら

れ

る

こ

と

か

ら
す

る

と

「
見

ま
く

ほ

り

」

が

特

に
、

複

合

語

的

に
結

合

度

が

高

か

っ
た

の
か
も

し
れ

な

い
。

ま
た

F

「
命

を
全

し
」

の
例

は
、

い

の

ち

を

し

ま

た

く

し

あ

ら

ば

伊
能
知
乎
之
麻
多
久
之
安
良
婆
あ
り
衣
の
あ
り
て
後
に
も
逢

は
ざ
ら
め
や
も

(巻

一
五

・
三
七
四

一
)

の

一
例
で
あ
る
。
こ
の

「
全
し
」
に
は
、

い
の
ち
の
ま
た

け

わ
が
命
之
将
レ全
む
限
り

(巻
四

・
五
九
五
)

と

「
の
」
の
下
接
し
た

「命
」
を
主
語
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る
の
に
、
こ
の
三
七

四

一
で

「
を
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
形
態
面
か
ら
検

討
す

べ
き

点

は
、
「全
く
し
あ
ら
ぽ
」
と
仮
定
表
現
に
な

っ
て
い
る
、
「命
を

し
全
く

し
あ

ら

ば
」
と

「
し
」
が
重
用
さ
れ
て
い
る
、

の
二
つ
で
あ
る
。

今
、
「全
し
」
の
関
わ

る
仮
定
表
現
は
他
に
例
が
な
い
の
で
、
形
容
詞

一
般
を
述
語
と
す
る
仮
定
表
現
を



検
す
る
と
そ
の
主
語
に

「
を
」
を
用

い
て
い
る
の
は
、

む
ら
さ
き

　

　

紫
草

の
匂

へ
る
妹
乎
爾
苦
久
有
者
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ
め
や
も

(巻

一
・
一二

)

の

一
例
が
拾
え
る
の
み
で
あ
る
。
(
こ
の
例
に
お
け
る

「妹
」
は
、
「憎
し
」

の
主

語
で
な
く
、
対
象
語
と
解
す
る
余
地
も
厳
密

に
は
あ
る
が
、
今

は
対
象
語
も
広
く

主
語
の
中
に
含
め
て
み
て
お
く
。
以
下
も
同
様
。
な
お
、
こ
の

「憎
し
」

に
も
仮

の

に
く
く
は

定
表
現
で
は
な
い
が
、
「海

の
玉
藻
之
憎
者
あ

ら
ず

て
」
〔巻
七

・
一
三
九
七
〕
、

が

に
く
く
あ
ら

「
よ
そ
ふ
る
君
之
悪
有
な
く
に
」
〔巻

一
一
・
二
六
五
九
〕
と

「
の
」
「
が
」
が
下

接
し
て
主
語

〈又

は
対
象
語
〉
を
表
示
し
た
例
が
あ
る
。)
も
ち
ろ
ん
、
「を
」
を

主
語

の
表
示
に
用
い
て
い
な
い
仮
定
表
現
も
存
在
す
る
か
ら
、

か
や
な
く
は

草

無

者

(
巻

一

・
一

一
)

い
に
し
へ

や
な

の

な
か

り

せ

ぱ

古

に
梁
打

つ
人
乃
無
有
世
伐

(巻
三

・
三
八
七
)

の

と

ほ

け

ば

玉
桙
の
道
能
等
保
家

(
11
遠
け
)
婆

(巻

一
七

二
二
九
六
九
)

仮
定
表
現
だ
か
ら
そ
の
句
の
主
語

に

「
を
」
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

む
し
ろ
、

「
し
」

の
方
が
条
件
法

一
般
に
多
用
さ
れ
て
条
件
法
と
は
関
わ
り

が
深

い
が

(此
島
正
年

『国
語
助
詞

の
研
究
』
四
〇
八
頁
参
照
)、

我
が
背
子
之
か
く
志
聞
こ
さ
ば

(巻

二
〇

・
四
四
九
九
)

事
之
あ
ら
ば

(巻
四

・
五
〇
六
)

ちは
や
ぶる

　

千
磐
破
神
の
社
四
無
か
り
せ
ば

(巻
三

・
四
〇
四
)

か
と
い

っ
て
、
右
の
諸
例
の
ご
と
く
、
そ
の
場
合

「
を
」
が
必
ず
用
い
ら
れ
る
わ

け
で
も
な
い
。
従

っ
て
、
三
七
四

一
の

「
を
」
は
、
こ
の
例
に
お
い
て
個
別
的
事

情

に
よ

っ
て
も
ち
い
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
情
と
は

「
を
」

に

よ
る
主
語

の
強
調
で
あ
ろ
う

(後
述
)。

「
命

生

く
」

攷

ま

た

G

「
命

を

(
し
)

ま
幸

く

も

が

も

」

の
例

と

し

て

は
、

な

ほ
り
や
ま

命
乎
志
麻
勢
久
可
願
名
欲
山
岩
踏
み
平
し
ま
た
ま
た
も
来
む

(巻
九

・
一
七
七
九
)

の

一
例
が
あ
る
。

こ
の

「も
が
も
」
は
願
望
を
表
す

「も
が
」

と
感
動

を
表

す

「も
」
と
が
複
合
し
た
形
と
考
え
ら
れ
、
「も
が
」
と
同
じ
く
体
言
や
連
用
語
に
つ

い
て
、
意
味
も

「そ
の
体
言
の
存
在
や
連
用
語
の
示
す
状
態

の
実
現
を
希
望
期
待

す
る
話
し
手
の
気
持
ち
を
表
わ
す
」
(森
田
良
行

「
な
～
そ

・
な

(
禁
止
)
・
ぼ

や

・
な
む

・
な

・
ね

・
に

・
が

・
が
な

・
も
が

(希
望
)
」
『解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和

四
五
年

一
一
月
)
と
さ
れ
る

「も
が
」
の
場
合
と
そ
の
差
が
明
確
で
な
く

(浜
田む

敦
先
生

は

「『
も

が
』

が
希
求
表
現
と
な
り
得
た
の
は
」
〈
例
え
ぽ
〉
「『
玉
に
も

む

(あ
ら
ぬ
)
か
』
と
云
ふ
形
に
還
元
し
得
る
が
為
で
あ

つ
た
と
考

へ
ら
れ

る
」

〈
「上
代
に
於
け
る
願
望
表
現
に
つ
い
て
」
『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
二
三
年
二
月
〉

と
い

っ
て
お
ら
れ
る
)
、

現
段
階
で
は

「も
が
」

と
同
様

に
解
し
て
お
い
て
も
大

き
な
問
題
を
生
じ
な
い
。
「も
が
も
」
は
、

岩
戸
割
る
手
力
毛
欲
得

(
巻
三

・
四

一
九
)

た
か高

々
に
我
が
思
ふ
妹
を
見
む
よ
し
毛
我
母

(
巻
四

・
七
五
八
)

と
体
言

に
つ
く
例
が
殆
ど
で
連
用
語
に
つ
く
例
は
、
万
葉
集
で
は
、

一
七
七
九
の

他

は
次

の
三
例

の
み
で
あ
る
。

万
代
に
か
く
し
毛
欲
得
と
頼
め
り
し

(巻
三

・
四
七
八
)

天
橋
も
長

(
ク
)
雲
鴨
高
山
も
高

(
ク
)
雲
鴨

(巻

二
二
・
三
二
四
五
)

天
地
と
共
に
母
我
毛
と
思
ひ
つ
つ
あ
り
け
む
も

の
を(

巻

一
五

・
三
六
九

一
)

こ
の

「
…
…
も
が
も
」
の
形
式
で
、
上
に
位
置
す
る
体
言
の
存
在
や
連
用
語
の
示

四

一



文

学

部

論

集

す
状
態
の
実
現
を
希
望
期
待
す
る
の
は
話
し
手

(
「と
」

で
引
用
さ
れ
る
場
合
は

話
題
中
の
人
物
)
で
あ
る
が
、
三
二
四
五
の
ご
と
く

「も
が
も
」

に
上
接
す
る
連

用
語
が
話
し
手
以
外
に
意
味
的
な
主
語
を
も
つ
場
合
に
は
、
そ
の
主
語

(
「天
橋
」

「高
山
」
)
に
対
し
て

「長
く
」
又
は

コ
咼
く
L
あ

っ
て
ほ
し
い
と
あ

つ
ら
え
望
む

意
が
生
じ
る
。

一
七
七
九
も
同
様
で
あ
る
。
佐
伯
梅
友
博
士
は

「
ほ
ん
と
う
に
間

投
助
詞
ら
し
い
用
法
」
の

「を
」
を
持

っ
た
文
節
を
受
け
る
も

の
は
、

夜
の
夢
に
越
継
ぎ
て
見
え
こ
そ

(巻
五

・
八
〇
七
)

よ
し
こ
の
こ
ろ
は
恋
ひ
つ
つ
乎
あ
ら
む

(巻

=

・
二
六
〇
三
)

ほ
と
と
ぎ
す
こ
こ
に
近
く
乎
来
鳴
き
て
よ

(巻
二
〇

・
四
四
三
八
)

の
ご
と
く
希
求

・
意
志

・
命
令
な
ど

「意
志
的
な
動
作
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
」
(
「問
投
助
詞
」
『解
釈
と
鑑
賞
』

第
二
三
巻
第
四
号
、
昭
和
三
三
年
四
月
)

と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
他
者

へ
の
あ

つ
ら
え

(希
求
)
と
し
で
理
解
可
能
な
、
こ

れ
ら
の
三
二
四
五

・
一
七
七
九
の
例

は
今
示
し
た
三
例
と
文
型
も
異
な
り
、
か
つ

「
ほ
ん
と
う
に
間
投
助
詞
ら
し
い
用
法
」

の

「を
」
も
用

い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た

「連
用
語
+
も
が
も
」
の
形
で
あ

つ
ら
え

ら
れ

る

(望
ま
れ
る
)
対
象
で
あ

る
、
三
二
四
五
の

「天
橋
」
「高
山
」

に
も

「を

(
し
)」
は
下
接
し
て
お
ら
ず
、

「
も
が
」
に
よ
る
同
形
式

の
例
に
お
い
て
も
、

あ
し
ひ
き
の
山
は
な
く
毛
我

(巻

一
八

・
四
〇
七
六
)

と
希
求
さ
れ
る
対
象
で
あ
る

「山
」

に

「を

(
し
)」

は
下
接
し
て
い
な
い
。
従

っ
て

一
七
七
九
で

「命
」
に

「を
し
」
と
い
う
複
合
し
た
助
詞
が
下
接
し
て
い
る

の
は
、
F
の
場
合
と
同
様
、
こ
の
例

に
お
い
て
も
個
別
的
な
事
情
に
基
づ
く
も
の

で
、
そ
の
事
情
は
、
「
ま
幸
く
も
が
も
」

と
あ

つ
ら
え
ら
れ
る
対
象

と

し
て

の

「命
」
を

「
を
し
」
で
強
め
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

四
二

ま
た
、
H

「命
を
過
ぐ
」
の
例
と
し
て
は
、

…
節
の
間
も
惜
し
き
命
乎
露
霜
の
過
ま
し
に
け
れ

(巻

一
九

・
四
二

一
一
)

が

一
例
あ
る
。
巻
五

・
八
八
六
に
は
、

…
犬
じ
も
の
道
に
伏
し
て
や
伊
能
知
周
疑
な
む

と

「命
」
に

「を
」
の
下
接
し
て
い
な
い
例
が
見
え
る
の
で
四
一
二

一
の

「
を
」

も
四
二

一
一
に
お
い
て
個
別
的
に
用

い
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
(
両
例

に
お
け
る

「(
に
)
け
れ

(.ハ
)
」
「(
な
)
む
」
と
い
う
陳
述

の
差
は
、
こ
こ
で
は

「
を
」

の
採
否
に
関
わ
り
は
な
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。)
た
だ
、
こ
こ
で
は

「過

ぎ
ま
し
に
け
れ
」

と
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「過
ぎ
ま
し
に
け
れ
」

の

主
語
を
歌
中
の
葦
屋
の
菟
原
処
女
と
と
り
、
「命
を
」

は

「命
な
の
に
」

と
解
し

て
、
「
を
」
を
接
続
助
詞
的

に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
が
、

み
い
の
ち

あ
ま
た
ら
し
た
り

大
王
の
御
寿
は
長
く
天
足
有

(巻
二

・
一
四
七
)

と
、
敬
語
を
用
い
て
待
遇
さ
れ
た

「命
」
の
例
も
見
出
せ
る
の
で
、
「命
を
過
ぐ
」

も
こ
こ
で
は

一
応
、
小
稿
の
対
象
に
含
め
て
お
く
。

ま
た
、
1

「命
を
幸
く
良
し
」
の
例
と
し
て
は
、
巻
七
の
一
一
四
二
番
歌
の
初

句
第
二
句
に
あ
た
る

「命
幸
久
吉
」
を

「命
を

(
し
)
幸
く
良
け
む
と

(石
走
る

垂
水

の
水
を
む
す
び
て
飲
み
つ
)」
と
現
在

一
般
に
訓
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
が
、

そ

の
訓
み
に
は
、
「
を
」
が
補
読
で
あ
る
、
初
句
の
訓
み
が
特
に
不
安
定

で
あ
る
、

か
つ
て
は
西
本
願
寺
本
で

「イ
ノ
チ
サ
チ
ヒ
サ
シ
キ
ョ
シ
モ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た

な
ど
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
よ

っ
て
こ
の
ー
の
形
式
を
、
現

段
階
で
は
、
小
稿
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
お
く
。

以
上
、
万
葉
集
に
お
い
て

「命
生
く
」
と
同
じ
く
、
主
語

(
乃
至
対
象
語
)
で

あ
る

「命
」
に

「を
」
の
下
接
し
て
い
る
言
い
方
を

み
て
み

る
と
、

A

・
B

・



C
の
場
合
は
、
「命
を
」

は
す
ぐ
下
に
位
置
す
る
用
言

(
ア
)
と
基
底
的
意
味
で

は
主
格
-
述
語

の
関
係
を
構
成
す
る
が
、
表
現
さ
れ
た
句
の
構
造
に
お
い
て
は
、

そ
の
用
言

(
ア
)
よ
り
も
さ
ら
に
下
に
位
置
す
る
用
言

(
イ
)
を
述
語
と
す
る
関

係
に
よ

っ
て
実
は

「命
を
」
は
主
語
で
な
く
客
語
、
用
言

(
ア
)

は
述
語
で
な
く

修
飾
語
で
あ
る
と
解
さ
れ

(
E
も
こ
れ
に
準
ず
る
)
、

D

・
F

・
G

・
H
の
場
合

は
、
句
構
造
に
お
い
て
も
主
語
で
あ
る

「命
」
に

「を
」
が
下
接
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
両
者
の

「を
」
は
か
な
り

に
異
な
る
様
相
を
み
せ
る
の
だ
が
、
か
と

い

っ
て
、
こ
の
両
者
の

「を
」
の
文
法
的
な
性
格
や
意
味
の
差
は
、
こ
れ
ら
が
格

助
詞
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
間
投
助
詞
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
問
題
を
含
め
て
、
単
純
に
は
見
定
め
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、
古
代

語

の
個
々
の

「
を
」
の
用
例
が
持

つ
格
助
詞
性

・
間
投
助
詞
性
さ
ら
に
は
小
稿

で

は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、
接
続
助
詞
性

の
識
別
の
困
難
さ
、
逆
に
言
え
ば

こ
れ
ら

の
文
法
的
機
能

の
連
続
性

・
融
合
性
の
問
題
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば

A
の
三
六
二

一
番
歌

の
場
合
、

「長
門
」

の

「長
」
を
導
く
初
句
の
枕
詞

「我
が

命
劃
」

の

「
を
」
は
客
語
表
示
の
機
能
即
ち
格
助
詞
性
を
も

つ
と
解

し

た
が
、

「
我
が
命
を
」
と
同
じ
く

「体
言
+
ヲ
」
の
構
成
を
も
つ
他

の
枕
詞

の
中

に
は
、

御
心
乎
吉
野

の
国

の

(
巻

一
・
三
六
)

は
る
ひ
　

春
日
乎
か
す
が

の
山

の

(
巻
三

・
三
七
二
)

う
ま
酒
呼
三
輪

の
祝
が

い
は
ふ
杉

(
巻
四

・
七

一
ご
)

み
は
か
し
乎
剣

の
池

の

(
巻

二
二
・
三
二
八
九
)

　

と
な
み

焼
大
刀
乎
礪
波

の
関

に

(
巻

一
八

・
四
〇
八
五
)

な
ど

「を
」
が

「御
心
を
寄
す

(
四
段
)
」
・
「焼
大
刀
を
研
ぐ
」
の
意
味
関
係
で

「
命

生

く
」

攷

他
動
詞
の
客
語
を
表
示
し
て
い
る
と
解
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
種
の

は
る

ひ

か
す

が

枕
詞
に
は
、
「
を
」
を
持
た
な
い

「春
日

(
春
日
)
〔武
烈
前
紀
〕
」
「
う
ま
酒

(
三

は
る

ひ

か

す

が

輪

二

二
室

)
」
、

「
を
」

の
代

わ

り

に

「
の
」

を

も

つ

「春

日

の

(
春

日
)

〔
継

体

紀

み
も
ろ

と
こ
こ
ろ

七

年

〕
」

「
う

ま

酒

の

(
三
諸

)
」

「
焼
大

刀

の

(
利

心

・

へ
つ
か

ふ
)
」

な

ど

の
形

が

一
方

で
存

在

し

、

こ
れ

ら

の

「
を

」

を

も

つ

も

の
、

「
の
」

を

も

つ
も

の
、

「
を
」

も

「
の
」

も

も

た

ぬ

も

の
三
者

相

互

の
機

能

的

な
差

を
識

別

し
が

た

い

の

.

と

で
あ
る
。
(
「焼
大
刀
の
し
は

「利
し
」

の
意
で

「利
心
」
に
か
か
る
と
も
説
か
れ

る
が
、
そ
の

「利
し
」
と

「
焼
大
刀
を
"
研
ぐ
11
」
の
場
合
の

「研
ぐ
」
と
は
語

幹
が
と
も
に

「
と

(
甲
類
)」

で
共
通
し
て
お
り
、
枕
詞
の
機
能
と
し
て
は

「焼

と

大
刀
」
が

「利
」

に
か
か
っ
て
い
る
と
も
解
せ
る

《『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代

篇
』
「
や
き
た
ち
」

の
項
、

参
照
》
。)

三
形
式
の
機
能
的
互
換
性
を
考
え
る
と
、

「体
言
+
ヲ
」

の
構
成
を
も
つ
枕
詞

の

「を
」
が
、
ど
れ
も

一
様
に
客
語
表
示
の

機
能
を
荷

っ
て
い
る
と
は
断
言
し
が
た
く
な
る
。
こ
と
に

「
う
ま
酒
を
」
に
お
い

て
明
白
な
、
客
語
表
示
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
強
調
詠
嘆
的
な
間
投
助
詞
的
性
格

が
、
他

の
枕
詞
中

の

「を
」

に
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
(
枕

詞
の

「を
」
の
詠
嘆
性
に
つ
い
て
は
、
金
子
武
雄

『称
詞

・
枕
詞

・
序

詞

の
研

究
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。)

同
様

の
可
能
性

は
三
六
一二

の
即
興
的
な
枕
詞

「我
が
命
を
」

の

「
を
」
に
お
い
て
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
D
の
「命

を
惜
し
み
」
の
場
合
も
、

一
般
に

「体
言
+
ヲ
+
形
容
詞
の
語
幹
+
ミ
」
の
形
を

と
る
い
わ
ゆ
る
ミ
語
法
に
お
い
て

「藤
波

の
花
な
つ
か
し
み

(花
奈
都
可
之
美
)」

(巻

一
九

・
四

一
九
二
)

の
ご
と
く

「を
」

の
入
ら
な
い
形
も

一
方
に
存
在
し
て

お
り
、

「を
」
が
本
来

必
ず
し
も
必
要
で
な
く
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
な
ら
ば
、
「
を
」

は
述
語
で
あ
る

「形
容
詞
語
幹
+
ミ
」

の
主
語
を
強
調
す

四
三



文

学

部

論

集

る

た

め

に
下

接

し
た

間

投

助

詞

と

理

解

す

る

こ

と
も

で
き

る

(
山

口
明

「
を

」

『
日

本

文
法

大

辞

典

』
)
。

同

様

に
、

F

・
G

・
H

に

お

い

て
も

、

ま
た
か
ら

我
が
命
全
有
め
や
も

(
巻

=

一
・
二
八
九

一
)

ー

の
ま
た
け

我
が
命
之
将
レ全
む
限
り

(巻
四

・
五
九
五
)

我
が
命
之
真
幸

(
ク
)
あ
ら
ば

(巻
三

・
二
八
八
)

す

ぎ

道

に
臥
し
て
や
伊
能
知
周
疑
な
む

(巻
五

・
八
八
六
)

と

「命
」

の
主
語
表
示
に

「
を
」
が
用

い
ら
れ
て
い
な
い
例
の
存
在
か
ら
、
「を
」

を
用
い
た
場
合
の
間
投
助
詞
的
な
強
調
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ

は
現
代
語
に
も
通
じ
る
事
象
で
あ
る
が
、
客
語
表
示

に

「を
」
を
用

い
な
い
形
式

も

一
般
的
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
B

・
C

・
E
の
客
語
表
示
に
用

い
ら
れ

た

「
を
」
さ
え
も
、
そ
の
機
能

の
質
が
疑
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

様
相
を
み
せ
る

「を
」
に
つ
い
て
、
時
枝
誠
記
博
士
は
こ
れ
を

「格
を
表
は
す
助

詞
」
と
み
と
め
な
が
ら
も
、
「恐
ら
く
、
『
を
』

は
、
主
語
、
客
語
、
対
象
語
を
通

じ
て
、
そ
れ
が
述
語
に
対
し
て
、
強
く
対
立
し
た
も

の
と
し
て
取
出
さ
れ
た
時
に

用
ゐ
ら
れ
る
も
の
で
、
も
し
云
ふ
な
ら
ば
、
論
理
的
格
に
対
し
て
、
感
情
的
格
を

表
現
す
る
も
の
と
で
も
云
ふ
べ
き

で
あ
る
」
(
『
日
本
文
法
文
語
篇
』
二
〇
九
頁
)

と
い
わ
れ
、
ま
た
酒
井
憲

二
氏
は
、
「
『が

・
に

・
と
』
な
ど
他
の
格
助
詞
に
か
よ

う
と
さ
れ
る
場
合
も
、
基
本
的

に
は

一
種

の
感
動
表
現
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
特

に
心
を
こ
め
て
表
現
す
べ
き
語

の
直
下

に
付
し
た
間
投
用
法
の
本
来
の
意
義
を
考

慮
す
べ
き
」
(
「や

・
を

・
ゑ

・
よ
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
四
五
年

一
一
月
)
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
語

の
、
体
言
乃
至
準
体
言
に
下
接
し

た

「を
」

に
は
格
表
示

の
機
能

の
範
囲

に
収
ま
ら
ず
、
間
投
助
詞
的
な
強
調
や
、

小
稿
で
は
直
接
関
わ
ら
ぬ
句
の
接
続
に
関
与
し
て
い
る
か
と
み
ら
れ
る
場
合
が
多

い

。

四
四

従

っ
て
、
本
章
で
扱

っ
た
、
万
葉
集

に
み
ら
れ
る

「命
」

に
下
接

し

て

い
る

「
を
」

に
つ
い
て
も
、
構
文
的
に
主
語
表
示
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場

合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
語
表
示

に
用

い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
も
、

こ
う
し
た
強
調
詠
嘆
的
な
間
投
助
詞
的
性
格

の
存
在
す
る
可
能
性
に
留
意
し
て
お

か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

こ
う
し
て
、
万
葉
集

に
は
、

「命
生
く
」
の

「生
く
」

が
他
動
詞
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
か
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な

「命
を
生
く
」
と
い
う
言
い
方

は
見
出
せ
な
い

し
、
実
際
、
他

の
言
い
方
を
含
め
て

「生
く
」
が
他
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
も
い

な
い
。

た
だ
、
「命
生
く
」
に
つ
い
て
も
、

以
上
に
見
た
ご
と
き

「命
+
ヲ
」
を

出
現
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
の
諸
事
情
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
他
動
詞
的
で
あ
る
か
否

か
は
別
に
し
て
、
「命
を
生
く
」

と
い
う
言

い
方
も

成
立
し
え
た
か
も
し
れ
な
い

と
推
量
す
る
余
地
は
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
可
能
と
推
量
す
る
範
囲
で
の
こ
と
で
あ

る
が
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。

三

万
葉
集
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、

「命
生
く
」

に
つ
い
て
の
以
上

の
ご
と
き
様
相

は
、
和
語
と
し
て
の
表
記
が
確
認
で
き
る
記
紀
歌
謡
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
歌
謡

や
、
時
代
が
下

っ
て
中
古
の
主
要
な
仮
名
作
品
に
お
い
て
も
基
本
的
に
同
様
に
認

め
ら
れ
る
。
「命
生
く
」

の
幾

つ
か
の
例
は
既
に
第

一
章
に
示
し
た
の
で
、
「命
」

に

「を
」
の
下
接
し
た
例
を
少
し
く
あ
げ
る
。

　
こは

我
が
君
の
命
を
乞
ぽ

(皇
太
神
宮
年
中
行
事
)

死
ぬ
死
ぬ
と
聞
く
き
く
だ
に
も
あ
ひ
見
ね
ぽ
命
を
い
つ
の
世
に
か
残
さ
む



(
後
撰
和
歌
集
恋
三

・
七
〇
九
)

命
剤
も
み
つ
か
ら
捨
て
つ
べ
く

(
源
氏
物
語
幻
)

生
き
か

へ
り
に
け
る
命
を
う
ら
め
し
く
思
し
み
だ
る

(
夜
の
寝
覚
巻
二
)

か
く
命
剤
ぽ
た
も
た
れ
て
候

へ

(
大
鏡
巻
六
)

た
だ
、

こ
れ
ら
に
お
け
る

「
を
」
は
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
客
語
表
示
に
用
い

ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
、
主
語
で
あ
る

「命
」
に
下
接
し
て

　　
　

い
る
か
と
疑
う
余
地

の
あ
る
例
は
最
後

の
大
鏡
の
も
の
ぐ
ら
い
だ
が
、
同
様
に
疑

う
こ
と
の
で
き
る
例
は
、
今
昔
物
語
集
以
降
の
作
品
に
、
し
か
も

「命
を
生
く
」

の
形
で
多
く
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

命
ヲ
生
ク
事
偏

二
方
広
大
乗
ノ
力
也

ト
知
テ

(
今
昔
物
語
集
巻

一
四
ノ
三
八
)

希
有

の
命
劃

こ
そ
生
き
た
り
け
れ
ば
、

(
宇
治
拾
遺
物
語
巻
ニ
ノ
一
一
)

成
経
と
て
も
か
ひ
な
き
命
を
い
き

て
何
に
か
は
し
候
べ
き
。

(平
家
物
語
巻
二

・
少
将
乞
請
)

辛

い

言
8
ぼ
き

ζ

8

そ
の
難
を
の
が
れ
た
。

(
天
草
版
伊
曽
保
物
語
)

こ
の

「命
を
生
く
」
と
い
う
形
に

つ
い
て
は
、
桜
井
光
昭
氏
が

「命
生
く
」
を

含
め
、
他

の

「体
言
+
ヲ
+

(通
常

の
)
自
動
詞
」
の
形
式
に
お
け
る
自
動
詞
を

　
ヨ
　

「再
帰
的
他
動
詞
」
と
命
名
さ
れ
て
、

そ
の
他
動
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

氏
の

見
解

は
、
通
常
多
く
の
場
合
自
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
語
が
、
他
動
詞
的

に
作
用
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
場
合

の
統

一
的
な
理
解

の
仕
方
と
し
て
魅
力
的
な

も
の
で
は
あ
る
が
、
「体
言
+
ヲ
+

(通
常

の
)
自
動
詞
」

の
形
が
、
全
て
他
動

詞
的
の
も
の
と
も
断
言
し
が
た
い
し
、

こ
の
場
合

の
ヲ
が
全
て
客
語
表
示
の
機
能

を
持

つ
と
前
提
的
に
考
え
る
の
も
注
意

を
要
す
る
。
前
章
で
見
た
ご
と
く
、
上
代

に
お
い
て

「を
」
は
、
客
語
の
み
な
ら
ず
主
語
や
対
象
語

に
も

下
接

し

て

い
た

「
命

生

く
」

攷

し
、
平
安
時
代

に
入

っ
て
も
、
主
語
に
つ
く

「
を
」
は
そ
の
初
期
の
点
本
に
、

無
レし
際
リ
を
。

(
山
田
本
法
華
経
古
点
)

菩
薩
は
昔
舊
き
疑
を
あ
り
き
。

(石
山
寺
本
法
華
義
疏
長
保
点
巻
四
)

と
見
出
さ
れ
、
時
枝
博
士

の
い
わ
れ
る
対
象
語
に
も
、

「さ
り
や
。

誰
か
、

そ
の
使
ひ
な
ら
ひ
給
は
む
を
ば
む
つ
か
ら
ん
。
う
る
さ

き
戯
れ
ご
と
言
ひ
か
か
り
た
ま
ふ
を
、
わ
づ
ら
は
し
き
に
」
な
ど
言
ひ
あ

へ

り
。

(
源
氏
物
語
玉
鬘
)

　
る
　

と
つ
い
た
り
し
て
い
る
。
客
語
に
下
接
し
た
場
合
で
も
、
広
井
玲
子
氏
や
小
山
敦

子
氏

の
詳
細
な
報
告
に
よ
れ
ば
、
「『
を
』
が
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て

一
種

の

　　
　

主
情
的
な
強
調
が
な
さ
れ
る
」
と
い
う
。

従

っ
て
今

の
場
合
、
「命
を
生
く
」
を
含
め
、
「体
言
+
ヲ
+

(
通
常
の
)
自
動

　
　
　

詞
」

の
形

に
お
け
る
自
動

・
他
動
の
様
相
を
、
そ
の
揺
れ
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、

ヲ
は
そ
れ
と
ど

の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
る
の
か
に
留
意
し
て
も
う

一
度
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
形

の
具
体
的
な
例
を
、
ひ
と
ま
ず

「命
を
生
く
」
の
言
い
方
が

見
出
せ
る
今
昔
物
語
集
成
立
頃
ま
で
の
範
囲
で
み
て
み
る
と
、
早
く
上
代
か
ら
該

当
す
る
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
動
詞

に

「立
つ

(
四
段
)
」

が
あ
る
。

万
葉
集
に

は

「鵜
川

(
を
)
立

つ
」

の
例
が
、

か
が
り

や

そ

と
も

婦
負
川
の
速
き
瀬
ご
と
に
篝
さ
し
八
十
伴

の
緒
は
宇
加
波
多
知
け
り

(
巻

一
七

・
四
〇
二
三
)

お
ほ
み

け

川
の
神
も
大
御
食

に
仕

へ
奉
る
と
上

つ
瀬
に
鵜
川
乎
立
下

つ
瀬
に
小
網
さ
し

渡
す

(
巻

一
・
三
八
)

と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は

「
八
十
伴

の
緒

・
川

の
神
ガ
鵜
川
ヲ
立

つ
」
の
構
文

と

四
五



文

学

部

論

集

解
さ
れ
、

「立
つ
」
を
他
動
性

の
も

の
と
認
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
中

古
に
入
る
と
、
「名
を
立

つ
」
と

「腹
を
立

つ
」
の
例

が
見

出

せ
る
。
「名
を
立

つ
」
の
例
。

を
み
な

へ
し
多
か
る
野
辺
に
宿

り
せ
ば
あ
や
な
く
あ
だ
の
名
を
や
た
ち
な
む

(古
今
和
歌
集
秋
上

・
二
二
九
)

年
を
経
て
花
の
た
よ
り
に
言
問

は
ぽ
い
と
ど
あ
だ
な
る
名
を
や
た
ち
な
ん

(貞
応
二
年
本
後
撰
和
歌
集
春
中

・
七
八
)

桜
花
見
る
に
心
の
ゆ
き
ぬ
れ
ば
春

は
い
そ
ぎ
し
な
を
ぞ
た
ち
ぬ
る(

好
忠
集
)

v下
だ
れ
る
際

の
好
き
者
ど
も
に
名

を
た
ち
、
あ
ざ
む
か
れ
て
、

(
源
氏
物
語
若
菜
上
)

せ
め
て
な
が
ら

へ
ば
、
を
の
つ

か
ら
あ
る
ま
じ
き
名
を
も
た
ち
、
我
も
人
も

安
か
ら
ぬ
乱
れ
、
い
で
来
る
や
う
も
あ
ら
む
よ
り
は
、

(源
氏
物
語
柏
木
)

後
見
な
き
人
な
む
、
中

々
、
さ
る
さ
ま
に
て
あ
る
ま
じ
き
名
を
た
ち
、
罪
え

が
ま
し
き
時
、

(
源
氏
物
語
夕
霧
)

あ

ま

ぎ
ぬ

松
島

の
海
人

の
濡
れ
衣
な
れ
ぬ
と
て
ぬ
ぎ
か
へ
つ
て
ふ
名
を
た
た
め
や
は

(
源
氏
物
語
夕
霧
)

つ
れ
な
し
と
見

つ
つ
つ
れ
な
く
忍
ぶ
る
に
我
も
つ
れ
な
き
名
を
ぞ
た
ち
ぬ
る

(書
陵
部
蔵
相
模
集
)

し
か
し
、
こ
れ
ら
の

「立

つ
」
は
、
先
の

「鵜
川

(
を
)
立
つ
」

の
場
合
と
は

異

っ
て
、
即
他
動
詞
と
理
解
す
る
の
は
文
脈
的
に
む
ず
か
し
い
。

こ
れ
ら
の
諸
例

は
多
く
古
今
集
二
二
九
番
歌
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、

「名
」
に

「あ
だ
の
」
「あ
だ
な
る
」
「
あ
る
ま
じ
き
」

な
ど

の
修
飾

語

(
「
ぬ
ぎ
か
へ
つ
て

四
六

ふ
L
も
男
を
乗
り
か
え
る
の
意
で
、
以
上

に
準
ず

る
)
が
つ
い
た
り
、
ま
た

「立

つ
」
に

「好
き
者
ど
も
に
」
が
か
か

っ
た
り
し
て
、
浮
き
名

に
関
係
し
て
い
る
例

が
多
数
を
占
め
、
他

の
例
も

「
い
そ
ぎ
し
名
」
「
つ
れ
な
き
名
」

な
ど
と
あ

っ
て

不
名
誉
な
評
判
に
関
わ
る
も
の
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た

「名
」
を
当

の

本
人
が
他
動
的
に
、
少
な
く
と
も
積
極
的
に
自
分

に
関
し
て

「
立
て
る
」
こ
と
は

一
般
に
は
想
定
し
が
た
い
。

松
下
大
三
郎
氏
は
、
他
動
詞
に
意
志
的
他
動
と
自
然
的
他
動
と
を
認

め

て
、

「財
産
を
な
く
な
し
た
」
「微

に
琴
を
聞
く
」
な
ど
主
体

の
意
志
を
認
め
な
い
作
用

を
後
者
と
称
し
、
文
語
で
は
こ
の
古
今
集

の
二
二
九
番
歌
を
例

に
引

か
れ

て
、

「名
を
や
た
ち
な
む
」
は
、
「人
が
故
意

に
名
を
立
て
た
の
で
は
な
く
名
を
立
て
ら

れ
て
そ
の
結
果
名
を
得
た
の
で
あ
る
。
名

の
方
か
ら
云

へ
ば
名
が
立

つ
た
の
で
あ

る
が
人

の
方
か
ら
云

へ
ぽ
名
を
得
た
の
で
あ
」
(
「動
詞
の
自
他
被
使
動
の
研
究
」

『
国
学
院
雑
誌
』
大
正

一
二
年

一
二
月
号
)
り
、
「
他
動
の
自
然
性
を
表

す

た
め

に
、
自
動
性
と
同
じ
活
用
を
用
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
自
動
性
動
詞
の
他
動
化
で
あ

る
」
(
『改
撰
標
準
日
本
文
法
』
二
六
四
頁
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
松
下
氏

の
説

は
、

「他
動
性
動
詞
は

『～
を
』

に
接
続
す
る
と
い
う
固
定

的
定
義
を
遵
守
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
、
自
然
な
言
葉
の
理
解

で

は
な

い
」

(
島
田
昌
彦
氏

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
三
七
四
頁
)
が
、
主
体

の
意

志

に
か
か
わ
ら
ず
名
を
立
て
ら
れ
て
そ
の
結
果
名
を
得
た
と
す
る
理
解

は
有
益
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
元
来
は

「名
ガ
立
つ
」
と
い
う
自
動
的
作
用
な
の
だ

が
、
そ
の
こ
と
は
名
の
立

っ
た
当
人
を
中
心
に
し
て
見
れ
ば
、
自
己
の
意
志

に
か

か
わ
ら
ず
名
が
立

っ
た
と
い
う
自
発
相
か
ら
、
名
を
立
て
ら
れ
た
、
結
果
的

に
自

分
が
名
を
立
て
た
と
い
う
受
身
や
他
動
的
な
意
味
構
造
に
も
転
換
す
る
こ
と
が
可



能
な
事
柄
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
構
造

の
転
換
に
表
現
的
な
レ
ベ
ル

で
可
能
性
を
与
え
て
い
る
の
が
、
「を
」
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
「名
を
立
つ
」
の

「
を
」
が
全
て
客
語
表
示
だ
と
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

起
源
的
に
は
、
「(
あ

だ
の
)
名
」

の

「
立
つ
」
と
い
う
事
態
が
、
本
人
に
と

っ
て
非
意
志
的
な
、
こ
の

場
合
に
は
好
ま
し
く
な
い
も

の
で
あ

る
こ
と
と
相
関
し
て
、
そ
の
結
果
的
に
生
起

(7
)

す
る

「名
」
を
本
人

の
立
場
か
ら
主
情
的
に
強
調
す
る
た
め
に

「を
」
が
下
接
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
情
的

な
強
調
ゆ
え
に
、
自
発
的
な
意
味
合
い
の
み

な
ら
ず
名

ヲ
立
テ
ラ
レ
タ
、
名
ヲ
立

テ
テ
シ
マ
ウ
と
い
う
自
動
性
以
外

の
言
外

の

趣
き
も
が
生
起
し
、
ま
た

「
を
」
が
量
的
に
も
客
語
に
下
接
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多

い
た
め
に
、
本
来
主
語
で
あ

る

「名
し
が
客
語
的
に
受
け
と
ら
れ
や
す

い

状
況
も
つ
く
り
だ
さ
れ
て
、

一
層
そ

の
言
外
の
趣
き
が
誘
発

・
強
化
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
、

と
推
量
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「名
を
立
つ
」
の
場
合

は
、

本
来

の
自
動
性
を
い
ま
だ
強
く
保
持

し
つ
つ
、
受
身
や
他
動
的
な
意
味
合

い
を
言

外

に
有
し
て
い
る
と
い
う
段
階
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「腹
を
立

つ
」
も
、

例

は
多
く
拾
え
な
い
が
次
例
で
は
、
直
前
に

「
い
と
父
こ
と
を
つ
け
て
」
と
あ
る

関
係
で
、

つ
ま
り
文
脈
的
な
展
開

に
ょ

っ
て
、

「鵜
川

(
を
)
立

つ
」

と
同
様

に

他
動
性
が
強
く
表
出
さ
れ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

よ
し
と
ほ
め
し
装
束
も
、
す
ち

か
ひ
、
あ
や
し
げ

に
し
出
つ
れ
ば
、

い
と
父

こ
と
を
つ
け
て
、
腹
を
立
ち
て
、
し
か
け
た
る
衣
ど
も
も
著
ず
て
、

(落
窪
物
語
巻
二
)

つ
ま
り
、
「鵜
川

(
を
)
立

つ
」
の
ご
と
く
、

形
態
的
に
固
定
し
た
り
、

落
窪

物
語
の

「腹
を
立
つ
」
の
ご
と
く
、
前
後

に

「腹
を
立
つ
」
当

の
本
人

の
意
志
的

な
作
用
を
表
す
語
句
が
あ
る
場
合

に
は
、
言
外

の
他
動
的
な
意
味
合
い
が
、
表
現

「
命

生

く
」

攷

形
式
と
し
て
も
確
立
し
た
り

(
こ
の
段
階
で
は

「を
」
を
特

に
必
要
と
し
な
い
)、

顕
在
化
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
、
他
の

「体
言
+
ヲ
+

(通
常

の
)
自
動
詞
」

の
形
式
に

も
想
定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
も

つ
無
意
志
的
自
動

(
自
発
)
・
(受
身
)
・
当

人
に
よ
る
結
果
的
他
動
の
意
味
的
な
揺
れ
の
理
由
や
あ
り
よ
う
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ゑ
み

青
柳
の
細
き
眉
根
乎
咲
麻
我
理
朝
影
見

つ
つ(万

葉
集
巻

一
九

・
四

一
九
二
)

花
の
色
は
雪
に
ま
じ
り
て
見
え
ず
と
も

(梅

ノ
花

ヨ
)
香
を
だ
に
に
ほ

へ
人

の
知
る
べ
く

(古
今
和
歌
集
冬

・
三
三
五
)

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草

の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ぽ
去
な
む
と
そ
思
ふ

(古
今
和
歌
集
雑
下

・
九
三
八
)

由
良

の
と
を
渡

る
舟
人
楫
を
絶
え
行

へ
も
し
ら
ぬ
恋
の
道
か
な

(
好
忠
集

・
四

一
〇
)

か
し
こ
淵
、

い
か
な
る
底

の
心
を
見
え
て
、
さ
る
名
を

つ
き
け
ん
と
お
か
し

(能
因
本
枕
草
子
、
淵

は
)

か

た

ち

容
貌
き
た
な
げ
な
く
若
や
か
な
る
ほ
ど
の
、
を
の
が
じ
し
は
塵
も
つ
か
じ
と

身
を
も
て
な
し
、

(
源
氏
物
語
帚
木
)

1

こ
れ
は
、
大
き
な
非
難

は
も
ち
ろ
ん
、

ほ
ん
の
少
し
の
悪

評
も
、

の
意
で

「
も

」

が

使

わ

れ

て

い

る

の

で
あ

ろ
う
。

お

ほ

か

た

こ

の
御

族

の
、

頭

争

ひ

に
敵

を

つ
き

た

ま

へ
ば

、

(
大
鏡

巻

111
・
伊

尹
)

た
よ
り

つ
け

守

、

「
(
目

代

に
)

便

ヲ
モ
付

ヵ
シ
」

ト
思

テ
、

四
七



文

学

部

論

集

(今
昔
物
語
集
巻
二
八
ノ
ニ
七
)

「命
を
生
く
」
の
形
が
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
今
昔
物
語
集
以
降
も
、
次
の
よ

う
に
他
動
性
が
強
く
う
か
が
え
る
例
も
存
在
す
る
が
、

い
か
さ
ま
是

は
祗
と
い
ふ
文
字

を
名
に
つ
い
て
、
か
く
は
め

で
た
き

や
ら

む
。

い
ざ
我
等
も

つ
い
て
見
む
。

(
平
家
物
語
巻

一
・
祗
王
)

能
を
つ
か
む
と
す
る
人
、
「
よ
く

せ
ざ
ら
む
ほ
ど
は
、

な
ま
じ
ゐ
に
人
に
し

ら
れ
じ
。
......」
と
常
に
い
ふ
め
れ
ど
、

(徒
然
草

・
一
五
〇
段
)

一
方

で
は
、
無
意
志
的
自
動
性

に
基
づ
く
受
身
な
ど
の
意
味
合
い
の
う
か
が
え
る

例
も
存
在
す
る
。

た
ち

(
一
行
阿
闍
梨

ハ
)
玄
宗
の
后
楊
貴
妃
に
名
を
立
給

へ
り
。

(
平
家
物
語
巻
二

・
一
行
阿
闍
梨
之
沙
汰
)

近
比
、
無
沙
汰

の
智
了
房
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
…
…
。
無
沙
汰
の
名
を

つ

き
け
れ
ど
も
、
以
外

に
沙
汰
き

二
て
ぞ
ふ
る
ま
ひ
た
り
け
る
。

(
古
今
著
聞
集
巻

一
六
1
五
五
五
)

た
だ
、

こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

「体
言
+
ヲ
+

(
通
常
の
)
自

動
詞
」

の
形
式
に
お
い
て
、

「鵜
川

・
名

・
腹
を
立
つ
」

の
場
合
に
は
用
例
が
見

出
し
に
く
か

っ
た
の
だ
が
、
「香
を
だ

に
に
ほ

へ
」
「便
ヲ
モ
付
ヵ
シ
」
な
ど
の
命
令

形
や
、
「塵
も
つ
か
じ
」

「我
等
も

(文
字
ヲ
)

つ
い
て
見
む
」
「能
を
つ
か
む
」

な
ど
の
意
志
を
表
わ
す
表
現

(
「根

を
た
え
て
…
…
去
な
む
」
も
こ
れ
に
近
い
)

が
付
随
す
る
と
、
当
人
に
よ
る
他
動
性
が
強
化
さ
れ
明
瞭
に
な

る
と

い
う

こ
と

と
、
こ
の
形
式

に
お
け
る
、
体
言
と
自
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
に
は
固
定
性
や
偶
発

性
が
う
か
が
え
、

一
般
的
な
自
由
な
表
現
形
式
で
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
か
と
思
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

四
八

こ
の
よ
う
な
事
情

は
、
「命
を
生
く
」
の
場
合
に
も
基
本
的
に
は
同
様
で
、

思
ひ
か
け
ぬ
指
貫
の
く
二
り
の
徳

に
、
希
有

の
命
を
こ
そ
生
き
た

り
け

れ

ば
、

(宇
治
拾
遺
物
語
巻
ニ
ノ
=

)

我
レ
偏

二
胤観
立日
ノ
助
ケ
ニ
依
テ
、
命
ヲ
生
ヌ
ル
事
ヲ
泣
≧
ク
宣
ロテ

(今
昔
物
語
集
巻

一
六
ノ
ニ
四
)

な
ど
で
は
、
他
者
の
徳

(
お
蔭
)
や
助
け
に
依

る
語
句
が
あ
る
た
め
に
、
助

ヶ
ラ

レ
ル
・
救

ワ
レ
ル
・
自
然
ト
生
キ
ノ
ビ
タ
な
ど
の
意
味
合
い
が
う

か
が

わ
れ

る

が
、
第

一
章
に
示
し
た

「我
ガ
命
ヲ
生
ヵ
ム
ト
思
フ
」
(今
昔

・
二
五
ノ
一
一
)
な
ど

の
意
志
の
表
示
や
、

い
か
に
も
し
て
か
ひ
な
き
命
を
い
か
ぼ
や
、
と
思
ひ
し
も
、

(
平
家
物
語
巻

=

一
・
泊
瀬
六
代
)

な
ど
の
希
望
の
表
現
や
命
令
表
現
を
伴
う
場
合

に
お
い
て
は
、
自
身
デ
命
ヲ
生
カ

ス

・
救
ウ

・
助
ケ
ル
な
ど
の
他
動
的
な
意
味
合
い
が
強
く
表
出
さ
れ
る
。

し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
「
を
」

の
用
い
ら
れ
て
い
な
い

「命

(
の
)
生
く
」

で
も
、

「命
を
生
く
」

ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
が
、
類
似

の
様
相
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

(鹿
)
こ
の
男
を
た
す
け
て
け
り
。

男
、

命

の
い
き
ぬ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び

て
、
手
を
す
り
て
、
鹿

に
む
か
ひ
て
い
は
く
、

(宇
治
拾
遺
物
語
巻
七
ノ
一
)

誠

に
御
恩
を
も

(
ッ
)
て
し
ば
し
の
命

い
き
候
は
ん
ず
る
事
は
、

(平
家
物
語
巻
二

・
少
将
乞
請
)

で
は
、
他
者

に
依
り
助
命
さ
れ
て
、
命
の
生
き
の
び
た
事
を
意
味
し
て
い
る
し
、

第

一
章

に
示
し
た

「
こ
の
里
の
人
々
、
と
く
逃
げ
の
き
て
命
生
き
よ
」
(
宇
治
拾



遺

・
ニ
ノ

一
二
)
や
、

人
目
も
恥
ず
、
い
か
に
も
し
て
命

い
か
う
ど
思

(
ッ
)
し
も
、

こ
れ
ら
を
い

ま

一
度
見
ば
や
と
思
ふ
た
め
な
り
。

(
平
家
物
語
巻
三

・
僧
都
死
去
)

で
は
、
自
身
デ
命
ヲ
助
ケ
ル
・
生
カ
ス
意
味
合
い
が
強
い
。

こ
れ
は
、

「命
を
生

く
」
の

「を
」
が
省
略
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、

一
方
で

こ
こ
に
示
し
た
宇
治
拾
遺
物
語

(
七

ノ
一
)

の
例
や
、
第

一
章
に
示
し
た
今
昔
物

Ij1iII集

`
五
ノ

一
八
)
の

「我
ガ
命
ノ
生
ヌ
ル
事
」
、

ま
た
、

太
平
記

(
巻

一
・
頼
員

回
忠
事
)

の

「千

二
一
モ
命

ノ
生

ン
ズ

ル
事
」

な
ど
の
例
の
ご
と
く
、

「命
の
生

く
」
の
形
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の

「
の
」
は
従
属
句

の
主
語
を
示
し
て
い
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、
従
属
句
と
い
う
条
件
が

な
く

な
れ
ば

「命
の
生
く
」
は
当
然

「命
生
く
」
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「命
生
く
」
の

「命
」
も
や
は
り
ま
ず

は
主
格
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従

っ
て
、
い
ま
だ
こ
の
時
期
に
お
い
て

「命
生

く
」
は
、
上
代

の

「鵜
川

(
を
)
立

つ
」

の
ご
と
く
他
動
性
の
も
の
に
、
少
な
く

と
も
完
全
に
固
定
し
た
と
は
考

え
ら

れ
ず
、
「命
生
く
」

が

「命
を
生
く
」

の

「
を
」
を
省
略
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
、
強
調
の

「
を
」
を
も

た
な
い

「命
生
く
」

が
、

「命
を
生
く
」

と
類
似
し
た
無
意
志
的
な
自
動
性
や
受
身
、
当
人
に
よ
る
結
果
的
な
他
動
性
の
意

味
合

い
を
帯
び
る
の
か
と
い
う
と
、

「命
生
く
」
自
体
が

「生
く
」
の
強
調
的
な

意
味
合

い
を
本
来
的
に
持

っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

「命
生
く
し

は
第

一

章

に
示
し
た
万
葉
集
以
下

の
諸
例
を
み
て
も
う
か
が
わ
れ
る
ご

と
く
、

元
来

は

「命
」
の
表
わ
す
生
命
乃
至
寿
命
を
人
間
に
と

っ
て
不
随
意

の
独
立
の
存
在
と
翻

て
、
「命
死
ぬ
」

と
呼
応
し
つ
つ
そ
の
維
持

・
継
続

・
消
滅
を
表
わ
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
単

に

「生
く
」
と
い
う
場
合
に
較
べ
て
そ
の

「命

生

く
」

攷

生
き
う
る
根
源
で
あ
る

「命
」
の
存
在
を
顕
在
化
さ
せ
た
言
い
方
と
し
て
、
「生

く
」

の
強
調
的
な
意
味
合
い
も
持
ち
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
く
ぼ
く
も
生
け
ら
じ
命
を
恋
ひ

つ
つ
そ
我
は
息
づ
く
人

に
知
ら
え
ず

(
万
葉
集
巻

一
二

・
二
九
〇
五
)

い
つ
ま
で
に
生
か
む
命
そ
お
ほ
か
た
は
恋
ひ

つ
つ
あ
ら
ず
は
死
ぬ
る
ま
さ
れ

り

(
同
、
巻

一
二

・
二
九

一
三
)

わ
が
命

の
生
け
ら
む
極
み
恋
ひ
つ
つ
も
我
は
渡
ら
む

(
同
、
巻

一
三

・
三
二
五
〇
)

生
く
よ
し
も
あ
ら
じ
命
を
は
か
な
く
も
頼
み
て
年
の
へ
に
げ
る
か

(
平
中
物
語

・
三
)

生
き
か

へ
り
に
け
る
命
を
、
う
ら
め
し
く
思
し
み
だ
る
。(夜

の
寝
覚
巻
二
)

し
か
も
、
自
己
の
生
の
根
源
で
あ
る

「命
」
の
存
在
が
自
覚
さ
れ
る
の
は
、
生
命

力
が
衰
弱
し
た
り
身
に
危
険
が
迫

っ
た
り
、
ま
た
生
き
る
意
欲
を
失

っ
た
り
し
て

自
己
の
生
命

の
継
続

・
維
持
が
困
難
な
状
況
に
陥

っ
た
時
に
多

い

の
が
普

通
だ

が
、
実
際
、
「命
」

の
語
を
顕
現
さ
せ
た

「命
生
く
」
の
形
式
が
使
わ
れ
て
い
る

場
を
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
も
つ
文
脈

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ

う
し
た
場
で
は
当
然
、
自
己
の

「命
」
に
対
す
る
当
人

の
無
意
志
的
な
処
遇
が
環

境
や
他
者
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
や
す
い
状
況
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
が
、

「命
生
く
」
が

「命
を
生
く
」
と
同
様
に
、

無
意
志
的
な
自
動
性
や
受
身
、

当
人

に
よ
る
結
果
的
な

「命
」
に
対
す
る
他
動
性

(意
志

・
希
望

・
命
令
表
現
の
あ
る

場
合
は
自
覚
的
な
他
動
性
)

の
生
起
し
う
る
基
底
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「命
を
生
く
」
は
こ
の
よ
う
な

「命
生
く
」
を
、
「
を
」
を
用
い
る
こ
と
で
さ
ら

四
九
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に
強
調
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
「命
生
く
」

で
も
う
か
が
え
た
無
意
志

的
自
動
性
以
下
の
諸
相
が
、
「命
を
生
く
」

に
お
い
て
よ
り
明
瞭
に
な
る
の
は
当

然
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に

「命
を
生
く
」

の
形
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な

意
味
合
い
の
他

に
、
「命
」
を
天
命

・
寿
命
の
意
味
に
解
し
た
際

に
、
「を
」
に
、

U

「夜
を
寝
む
」
「長
道
を
恋
ひ
来
」
「宿
を
立
ち
出
づ
」

な
ど
と
言
う

時
の
、

動
作

の
行
な
わ
れ
る
時
や
場
所
を
示
す
機
能
も
想
起
さ
れ
て
、
自
己
の
与
え
ら
れ
た
天

寿
を
障
害
を
の
り
こ
え
て
生
き
抜
く
、

と
い
っ
た
意
味
に
も
受

け

と
れ

て
し
ま

い
、
個
々
の

「命
を
生
く
」

の
例

の
意
味
を
明
確
に
定
位

す

る

の
は
容
易
で
な

い
。こ

う
し
て
、
「命
を
生
く
」
は
、
「命
生
く
」
の
強
調
表
現
と
し
て
、
他
の

「体

言

+
ヲ
+

(通
常

の
)
自
動
詞
」

一
般

の
形
式
と
同
じ
よ
う
に
、
当
人
の
無
意
志

的
な
自
動
性
を
基

に
し
た
受
身
性
や

「命
」
に
対
す
る
当
人
の
結
果
的
他
動
性
、

さ
ら
に
は
意
識
的
他
動
性

へ
の
動
き
を
う
か
が
い
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、

そ
の
も
と
に
な
る

「命
生
く
」
自
身
が

「生
く
」

の
強
調
表
現
的
な
性
格
を
持

っ

て
い
る
こ
と
や
、
「命
」

自
体
の
多
義
性
の
関
連
も
あ

っ
て
、
個
々
の
具
体
例
に

お
け
る
意
味

の
あ
り
よ
う
は
、
同
類

の
表
現
形
式
に
較
べ
て
も

一
層
複
雑
な
も
の

と
な

っ
て
い
る
。

四

こ
う
し
た

「命
生
く
」
や

「命
を
生
く
」、

さ
ら
に
は

「体
言
+
ヲ
+

(
通
常

の
)
自
動
詞
」

の
形
式

一
般

の
意
味
の
様
相
を
踏
ま
え
て
、
源
氏
物
語
桐
壺
巻
の

更
衣
の
歌
、

限
り
と
て
別
る
玉
道

の
悲
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り

五
〇

に
、
眼
を
転
じ
て
い
く
時
、
こ
こ
に
お
け
る

「命
生
く
」

の
意
味
構
造

の
把
握
は

ど
の
よ
う
に
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

和
歌
に
お
い
て

「命
生
く
」
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
を
み
る
と
、
源

氏
物
語
で
は
和
歌
以
外
を
含
め
て
も
こ
の
例
が
唯

一
だ
が
、
中
古
で
は
、
第

一
章

に
示
し
た
古
今
和
歌
集
五
六
八
番
歌
や
第
三
章
で
示
し
た
平
中
物
語
三
段
の
長
歌

の
例
を
は
じ
め
と
し
て
、

消
え
ぬ
べ
き
命
も
生
や
と
心
み
む
玉
の
緒
ぼ
か
り
あ
は
む
と
い
は
な
む

(新
撰
万
葉
集

・
四
七
二
)

偽
り
に
た
の
め
し
に
よ
り
い
け
る
命
猶
そ
れ
も
が
な
千
世
も

へ
ぬ
べ
き

(林
葉
和
歌
集

・
九
二
七
)

な
げ
き
こ
そ
お
ほ
え
の
山
と
つ
も
り
ぬ
れ
命
い
く
野
の
ほ
ど
に
つ
け
て
も

(
資
啣賞
・集

・
一
六
)

と
に
か
く
に
お
も

へ
ど
も
の
の
か
な
は
ね
ば
い
け
る
命
を
な
げ
く
ば
か
り
ぞ

(千
五
百
番
歌
合

・
ご
六
二
六
)

と
、
「命
」
は
主
体
か
ら
独
立
し
た
不
随
意

の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
か

つ

「命
」
と

「生
く
」
の
意
味
的
関
係

は
、
主
語
-
述
語
の
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、

「命
生
く
」

と
い
う
形
式
と
し
て
は
認
め
え
な
い

が
、

一
首
中
に

「命
」
と

「生
く
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
歌
で
も
、

風
吹
け
ぽ
と
ま
ら
ぬ
露
の
命
も
て
い
か
む
と
お
も
ふ
こ
と
の
は
か
な
さ

(
伊
勢
集

・
二
〇
三
)

何
せ
む
に
命
を
か
け
て
誓
ひ
け
む
い
か
ば
や
と
思
ふ
折
も
あ
り
け
り

(
拾
遺
和
歌
集
恋
四

・
八
七

一
・
実
方
)

惜
し
か
ら
ぬ
命
な
れ
ど
も
も
ろ
と
も
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
い
き
の
松
原



(弁
乳
母
集

・
一
〇
七
)

と
、
生
に
対
す
る
主
体
の
意
志
と
は
独
立
し
た
存
在
と
し
て

「命
」
が
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
、

「命
」
に
つ
い
て
の
観
方
や

「命
生
く
」

の
意
味
的
構
造
は
万

葉
集
以
来
、
基
本
的
に

一
貫
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

桐
壺
巻
の
更
衣
の
歌
の

「命
生
く
」
も
、
同
様

に
基
本
的
に
は
主
語
ー
述
語
の

構
造
に
あ
る
と
解
し
て
問
題
な
い
が
、
上
句
の

「
限
り
と
て
別
る
x
道
」
の
関
係

で

「
い
か
」
が

「行
か
」
と
の
掛
詞
と
さ
れ
、
ま
た
上
句
が

「
…
…
悲
し
き
に
」

と
接
続
句
に
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
「
命
」
「
生
く
」
が

「
い
か
ま
ほ
し
き
は
命
な

り
け
り
」

と
、
「1

は
…
…
な
り
」

の
形
式

の
中

に
分
離
し
て
置
か
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
そ

の
う
え

「生
く
」
に

「ま
ほ
し
」
が
下
接
し
て
い
る
の
で
、
現
実
の

格
関
係
が
単
純
に
は
把
握
し
が
た
く
な

っ
て
い
る
。

「ま
ほ
し
」
は
、
言

い
切
り
の
形
で

用
い
ら
れ
る
場
合
が
そ
れ
に
限
ら
れ
る
よ

う
に
・
本
来
は
言
語
主
体
の
希
望
を
表
現
す
る
形
式
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
麓

(
薫

ハ
)
た
だ
今
も
は
ひ
寄
り
て
、

世

の
中

に
お
は
し
け
る
も
の
を
、

と
言

ひ
慰
め
ま
ほ
し
。

(
源
氏
物
語
宿
木
)

形
容
詞
的
な
活
用
を
す
る
中
で
、
対
称

・
他
称
を
希
望
の
主
体
と
す
る
表
現
も
可

能
と
な
り
、

(
葵
上
ガ
源
氏

二
)
聞
え
を
か
ま
ほ
し
き
事
も
お
は
す
る
に
や
と
て
、

(
源
氏
物
語
葵
)

用
例
は
中
古

に
お
い
て

一
例
の
み
の
報
告
し
か
な
い
が
、
他
者

へ
の
あ
つ
ら
、兄
を

表
わ
す
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

花
と
い
は
ぽ
、
か
く
こ
そ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ
な

(
源
氏
物
語
若
菜
上
)

従

っ
て
い
ま
の
更
衣

の
歌

の
、
「
い
か
ま
ほ
し
き

は
命
な
り
け
り
」
に
お

い
て

「命

生

く
」

放

も
、

「
い
か
ま
ほ
し
き
」

を
言
語
主
体
の
希
望
と
他
者

へ
の
あ
つ
ら
え
と
の
両
様

の
可
能
性
に
お
い
て
捉
え
、
ま
た
、
そ
の
場
合

の
主
体
と
他
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
更
衣
と

「命
」
と
の
両
様

に
設
定
し
、
さ
ら
に
前
章
に
お
い
て
見
た

「命

生
く
」
特
に

「命
を
生
く
」
に
お
け
る
、
無
意
志
的
な
自
動
性
を
基
に
し
た
受
身

や
他
動
的
な
意
味
合
い
へ
の
揺
れ
、

ま
た
、

「命
生
く
」
を

「生
く
」
の
強
調
表

現
と
見
た
場
合
と
、

「を
」

の
機
能
を
動
作
を
行
う
時
間
や
場
所
を
示
す
も
の
と

解
し
た
場
合
の

「命
を
生
く
」
の
理
解
と
を
考
慮
し
て

(今
昔
物
語
集
以
前
の
作

品
に
、
「命
を
生
く
」
の
例
は
拾
い
出
せ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、

こ
の
更
衣
の
歌
に

も

「を
」
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
詠
歌
し
た
状
況
が
更
衣
の
瀕
死
の
状
態
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
「命
を
生
く
」
の
形
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
)
、
更
衣
の
歌

に
お
け
る

「命
生
く
」
の
意
味
構
造
の
あ
り
よ
う
を
想
定
す
る
と
、
次
の
八
通
り

が
組
み
合
わ
せ
と
し
て
可
能
と
な
る
。

①
命
ガ
自
ラ
生
力

(
自
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

②
命
ガ
更
衣

二
生
力

(
自
動
)
マ
ホ
シ

(
ク
思
ウ
)

〔希
求
〕

③
更
衣
ガ
自
ラ
生
力

(
自
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

④
更
衣
ガ
命

二
生
力

(
自
動
)

マ
ホ
シ

(
ク
思
ウ
)

〔希
求
〕

⑤
命
ガ
更
衣
ヲ
生
力

(
他
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

⑥
更
衣
ガ
命
ヲ
生
力

(
他
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

⑦
更
衣
ガ

(命
)
生
力

(
自
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

⑧
更
衣
ガ
天
寿
ヲ
生
力

(
自
動
)

マ
ホ
シ

(
ト
思
ウ
)

〔希
望
〕

こ
れ
ら
の
内
、
①

は
、
「生
か
ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り
」

と
い

っ
た
言
い
方

か
ら
す
る
と
自
然
な
構
造
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
万
葉
集
以
来
の

「命
」

の
扱

　
り
　

わ

れ
方

か

ら
す

る

と
、

「
命

」

は
神

の
支

配

す

る
も

の
で

は

あ

り

え

て
も

、

「
命

」

五

一
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自
身
が
己
れ
の
意
志
や
希
望
を
作
動
さ

せ
た
り
表
出
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か

っ
た
よ
う
な
の
で
、
あ
え
て

「命
」
を
そ
の
よ
う
に
扱

っ
た
と
解
釈
す
る
な

ら
別
で
は
あ
る
が
、

今
の
場
合
適
当

で
な
い
。

同
じ
理
由
で
、
「命
」
が
希
望
や

希
求
の
主
体
と
な
る
②
⑤
も
妥
当
で
な

い
。

ま
た
③
の
構
造
も
、

「命
」

が
関
与

し
な
い
の
で
却
下
さ
れ
る
。
従

っ
て
残

り
の
④
⑥
⑦
⑧
が
妥
当
性
を
持

つ
か
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
、
⑧

は
、
更
衣

の
歌

の

「命
生
く
」
を

「命
を
生
く
」

と

「を
」
の
入

っ
た
も

の
に
想
定
し
、

か
つ
そ
の

「を
」
を
動
作
を
行
う
時
間
や

場
所
を
示
す
も

の
と
解
釈
し
た
場
合
に
成
り
立
ち
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

妥
当
性

は
他

に
較
べ
て
最
も
低
い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑥
も

「を
」
の
入

っ
た

「命

を
生
く
し
を
想
定
す
べ
き
点
で
は
同
様
な
の
で
、
こ
れ
も
弱
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
⑦

は
、
「命
生
く
」
を

「生
く
」

の
強
調
的
な
も
の
と
み
て
、
「命
」
を
文
飾

的
な
語
と
見
る
点
に
た
め
ら
い
が
残
る
。
す
る
と
④
が
最
も
妥
当
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、

こ
の
場
合
も
、

「
ま
ほ
し
」

を
他
者

へ
の
あ
つ
ら
え
に
用
い
た
例
が
同
じ

源
氏
物
語
に
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
用
例
の
少
な
い
点
が
気
に
か
か
る
。

こ
う
し
て
、
桐
壷
更
衣
の
歌
の
下
句

の
解
釈
も
、
「命
生
く
」
「命
を
生
く
」
と

い
う
言
い
方

一
般
が
複
雑
な
意
味
的
様
相
を
見
せ
、
ま
た

「
ま
ほ
し
」
の
用
法
の

問
題
も
関
わ
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
以
上
は
鮮
明
に
し
が
た
い
。
し
か
し
現
段
階

に
お
い
て
意
味
構
造

の
あ
り
よ
う
と
し
て
可
能
性
を
も
ち
え
た
④
⑥
⑦
⑧
に
お
い

て
は
、
い
ず
れ
も
桐
壷
更
衣
自
身
が
、

己
れ
の
思
い
の
ま
ま
に
な
ら
な
い

「命
」

に
対
し
て
生
き

の
び
て
ほ
し
い
と
希
求

し
た
り
、
あ
る
い
は
生
か
し
た
い
と
希
望

し
、
ま
た
自
身
、
生
き
た
い
と
希
望
し
た
り
し
て
い
る
も
の
で
、
桐
壷
帝
と
の
今

生

の
別
れ
に
際
し
て
の
、
更
衣
の
、
生
を
望
む
意
志
は
明
瞭

に
示
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

五
二

と

も

あ

れ
、

「
命

生

く

」

と

い
う

こ
と
ば

一
つ

に
限

っ
て
も

、

い
ま

だ

不

明

の

ま

ま
残

さ

れ

て

い

る

こ

と

は
多

い
。

古

典

の
解

釈

に
も

語

義

の
理

解

に
も

、
今

後

と
も

新

た
な

ア
.フ

ロ
ー

チ
が

望

ま

れ

る
。

注(
1
)

小
稿
で
引
用

し
た
文
学
作

品
の
本
文

は
以
下
に
よ
る
。
ま
た
、
調
査

し
た
文
献

の

範
囲
も

ほ
ぼ
同
じ

い
。

古
事
記
、
古
代
歌
謡
集

(
皇
太
神

宮
年
中
行
事
)
、

竹
取
物

語

、
伊
勢
物
語
、
大

和
物
語
、
平
中
物
語

、
土
佐

日
記
、
蜻
蛉

日
記
、
和
泉
式
部
日

記

、
紫
式
部

日
記
、
更
級

日
記
、
枕
草
子

、
落
窪
物
語
、
夜
の
寝
覚
、
浜
松
中
納
言

物
語
、
狭
衣
物
語

、
大
鏡
、
今
昔
物
語
集

、
宇
治
拾
遺
物
語

、
平
家
物
語
、
以
上

は

日
本
古
典
文
学
大
系
。
万
葉
集
は
日
本
古
典
文
学
全
集
。
古
今
和
歌
集

、
徒
然
草

は

新
日
本
古

典
文
学
全
集
。
後

撰
和
歌
集
総
索
引

。
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
。
源
氏

物
語
大
成
。
三
宝
絵
詞
、
十
訓
抄
、
唐
物
語

は
古
典
文
庫
。
能
因
本
枕
草

子
は
笠
間

影
印
叢
刊
9
。
古
本
説
話
集

は
岩
波
文
庫
。
多
武
峯
少
将
物
語

は
群
書
類
従
。
校
本

讃
岐
典
侍
日
記
。
今
鏡
校
本
及
び
総
索
引
。
新

編
国
歌
大
観
。
文
禄

二
年

耶
蘇
会
板

伊
曽
保
物
語

(
京
大
国
文
研
究
室
編
)
。

点
本

は
、

大
坪
併
治

『
改
訂
訓
点
語

の
研

究
』
下

の
紹
介
。

(
2
)

三
宝
絵
詞
に
見
え

る

「命

ヲ
軽

シ
」
(
上
巻
)
「命

ヲ
不
惜

サ
リ
シ
」
(
上
巻
)
な
ど

の

「
軽

シ
」

「惜
」

は
動
詞
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

桜
井
光

昭

「
生

ク
の
活
用

に

つ
い
て
」
『
国
語
学
』

一
一
〇

・
昭
和

五
二
年
九
月
、

同

「古
代
語

の
再
帰
的
他
動
詞
」
『
学
術
研
究

26
国
語

・
国
文
学
編
』
昭
和
五

二
年

。

(
4
)

広
井

玲
子

「
宇
津
保
物
語

に
於
け
る
客
語
表
示

の

『
を
』

に
つ
い
て
」

『
日
本
文

学
』
(
東
京
女
子
大
)
九

、
昭
和
三

二
年

一
〇
月
。

(
5
)

小
山
敦
子

「
頻
度
か
ら
見

た
目
的
格
表

示
の

『
を
』

の
機
能
と
表
現
価
値
」

『
国

語

学
』

三
三
、
昭
和
三
三
年

六
月
。

(
6
)

以

下
に
見

る
ご
と
く

、
こ
の

「
生
く

(
四
段
)
」

「
立

つ

(
四
段
)
」

「絶
ゆ
」

「
付

く

(
四
段
)
」

な
ど

の
自
動
詞
に
お
け

る
他
動

の
様
相

は
、

こ
れ
ら

の
動
詞
が

一
方

に

「
生
く

(
下

二
段
)
」
「
立

っ

(
下
二
段
)
」
「
断

つ
」

「付
く

(
下

二
段
)
」

な
ど

の



他

動
詞
と
対
応
す
る
点

で
、
自

・
他
同
形
同
活
用

の

「
吹
く
」

「笑

ふ
」
「
増
す
」

の

場
合
と
は
区
別
さ
れ

る
。

(
7
)

「
を
」

に
よ
る
強
調

の
性
質

は
、

問
投
助

詞

「
を
」

の
成
立
に
、

感
動
詞

「
を
」

や
応
答
詞

「
を
」

の
存
在
が
関

わ

っ
て
い
る
と
推

量
さ
れ
も
す
る

こ
と
か
ら

(
宮
地

敦
子

「
『
を
』

の
研
究
」
『
国
文
学
』

四
ノ
九
、
昭
和

三
四
年
七
月
増
刊
号
)
、
「
こ
の

間
投

は
、
聞
き
手

(
呼
び

か
け

の
相
手
)

の
注
意
を
喚
起
す

る
側

の
も

の

で

は

な

く
、
話

し
手
が
話

の
内
容

た
る
行
為

の
対
象

へ
自
ら
深
く
心
を
傾
け
る
表
現

で
あ
」

(林

大

「
を
」
『
万
葉
集
大
成
巻

六
言
語
篇
』

一
五
五
頁
)

る
と
み
て
お
く

の
が
妥

当

か
と
思

わ
れ
る
。

(
8
)

鴻
巣
隼
雄

「解
釈

の

一
側
面

か
ら
見

た
万
葉
集

の
言
語
構
造
-
心
、
身

、
命

に
就

て
ー
」
『
国
語
と
国
文
学
』

二
三
ノ

一
、
に
既

に
こ
の
点
に

つ
い
て
の
指
摘
が
あ

る
。

氏
は

「命
」

の
背
後

に
そ
れ

を
支
配
す
る
神

の
存
在
を
主
張
す

る
。

(
9
)

森
野
宗
明

「
『
ま
ほ
し
』

の
研
究
」
『国
文
学
』

四
ノ
ニ
、
昭
和

三
四
年

一
月
。

(
10
)

注
(
8
)
に
同
じ
。

「
命

生

く
」

攷

五
三




